
ギ
リ
シ
ア
喜
劇
断
片

-、
、-"

序

ギ
リ
シ
ア
喜
劇
の
競
演
は
悲
劇
に
遅
れ
る
こ
と
約
五

O
年
と
さ
れ
、
最
古
の

現
存
作
品
は
前
四
二
五
年
に
上
演
さ
れ
た
ア
リ
ス
ト
パ
ネ
l
ス
の
『
ア
カ
ル
ナ

イ
人
』
で
あ
る
。
喜
劇
的
な
も
の
の
萌
芽
は
ア
テ
l
ナ
イ
以
外
に
も
メ
ガ
ラ
、

ス
パ
ル
タ
、
南
イ
タ
リ
ア
な
ど
各
地
に
認
め
ら
れ
る
が
、
や
は
り
残
存
喜
劇
及

び
断
片
は
圧
倒
的
に
ア
テ
l
ナ
イ
、
あ
る
い
は
ア
ッ
テ
ィ
カ
地
方
に
集
中
し
て

い
る
。
ア
ッ
テ
ィ
カ
喜
劇
は
お
お
ま
か
に
三
期
に
分
類
さ
れ
、
前
回

O
O年
噴

ま
で
を
「
古
喜
劇
」
、
次
い
で
三
三

O
年
頃
ま
で
を
「
中
喜
劇
」
、
そ
れ
以
降
を

「
新
喜
劇
」
と
い
う
。
ほ
ぼ
完
全
な
作
品
が
残
る
の
は
古
喜
劇
の
ア
リ
ス
ト
パ

ネ
l
ス
と
新
喜
劇
の
メ
ナ
ン
ド
ロ
ス
の
み
で
あ
る
。
だ
が
、
知
ら
れ
て
い
る
喜

劇
作
者
名
、
作
品
名
、
お
よ
び
名
言
集
、
辞
典
、
文
法
書
等
に
引
用
さ
れ
た
断

片
は
膨
大
な
数
に
の
ぼ
り
、
語
索
、
文
法
、
表
現
法
、
民
俗
、
文
化
等
を
研
究

す
る
上
で
好
個
の
資
料
を
提
供
し
て
く
れ
る
。
こ
の
ギ
リ
シ
ア
喜
劇
断
片
の
訳

と
注
は
、
筆
者
が
自
分
な
り
に
そ
れ
ら
の
断
片
を
解
読
し
た
成
果
を
発
表
す
る

も
の
で
あ
る
。
底
本
と
し
て
は
一
九
八
三
年
以
来
現
在
ま
で
五
巻
刊
行
さ
れ
て

い
る
最
新
の
ギ
リ
シ
ア
喜
劇
断
片
集
成
虫
)
何
吋
〉
開
門
O
Z
H
Q

C
同
〉
開
口

(虫
U

の
〉
を
用
い
る
。
詳
し
く
は
本
稿
末
尾
を
参
照
頂
き
た
い
。
な
お
〔
〕

は
読
者
の
理
解
を
助
け
る
た
め
の
筆
者
に
よ
る
補
完
な
い
し
補
注
で
あ
る
。
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下

.lL 

一7
4
イ
i

田

ア
ガ
テ
|
ノ

l
ル

(前
一
世
紀
)

〉
吋
k
F
③
国

Z
O
M
M

ア
ガ
テ
l
ノ

l
ル
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
記
録
が
残
ら
な
い
。
僅
か
に
刻
文

か
ら
彼
が
マ
イ
ア
ン
ド
ロ
ス
河
畔
の
マ
グ
ネ
1
シ
ア
l
市
の
喜
劇
詩
人
で
あ
り
、

前
一
世
紀
の
初
期
に
ロ

1
7
祭
の
演
劇
競
技
で
優
勝
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ

の
刻
文
は
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

喜
劇
詩
人
た
ち
の
中
で
は

エ
ベ
ソ
ス
の
人
、
ア
リ
ス
ト
l
ナ
ク
ス
の
子
ア
ガ
テ
1
ノ

l
ル
が

劇
『
ミ
レ

l
ト
ス
の
女
』
で
〔
優
勝
〕
。
〔
主
演
〕
俳
優
は

ヒ
エ
ロ
グ
レ

l
ス
の
子
ヒ
エ
ロ
ク
レ

l
ス
で
あ
る
が
、
実
の
父
は

ピ
ロ

l
タ
l
ス
で
、
ト
ラ
ッ
レ
イ
ス
族
の
出
身
。

【
注
】
マ

グ
ネ
l
シ
ア
!
と
呼
ば
れ
る
都
市
は
古
代
小
ア
ジ
ア
に
二
箇
所
あ
り
、

一
方
が
こ
の
マ
イ
ア
ン
ド
ロ
ス
河
畔
の
マ
グ
ネ
1

シ
ア
1
、
他
方
が
へ
ル
モ
ス

河
畔
の
マ
グ
ネ
l
シ
ア
ー
で
あ
る
。
な
お
、
ギ
リ
シ
ア
本
土
の
地
方
名
で
あ
る

マ
グ
ネ
l
シ
ア
!
と
は
異
な
る
。

ロ
1
7
祭

(
F
Z門
白
河

O
B山口一
)
は
ロ

l

マ
の
造
営
官
に
よ

っ
て
九
月
四
日
か

ら
一
九
日
に
か
け
て
催
さ
れ
た
、
剣
奴
の
戦
い
、
猛
獣
狩
り
、
演
劇
な
ど
を
含
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む
祭
(
ロ

1
7
で
は
市
民
が
体
育
競
技
に
参
加
す
る
こ
と
は
一
般
に
な
く
、
こ

れ
は
ギ
リ
シ
ア
の
さ
ま
ざ
ま
な
競
技
祭
と
の
大
き
な
違
い
と
な
っ
て
い
る
)
。

た
ん
に
大
祭

(TH岳
冨
仰
向
ロ
む
と
も
呼
ば
れ
る
ロ

1
7
祭
は
そ
う
し
た
祭
の

中
で
も
歴
史
の
古
い
も
の
で
あ
り
、
伝
承
で
は
前
三
六
六
年
か
ら
毎
年
行
わ
れ

た
と
さ
れ
る
。

ト
ラ

ッ
レ

イ
ス
は
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
の
ス
テ
パ
ノ
ス
及
び
リ
ウ
ィ
ウ
ス
に
よ
る

と
イ
リ
ュ
リ
ア
l
の
、
へ

l
シ
ュ
キ
オ
ス
に
よ
る
と
ト
ラ
キ
ア
l
の
一
部
族
。

今
日
で
も
両
論
が
あ
る
。

刻
文
出
血
〈
か
ら
マ
イ
ア
ン
ド
ロ
ス
河
畔
の
マ
グ
ネ
l
シ
ア
l
の
劇
詩
人
及
び

役
者
た
ち
が
ロ

1
7
祭
で
前
一
世
紀
初
頭
に
優
勝
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ア
ガ

テ
l
ノ
!
ル
に
は
「
エ
ベ
ソ
ス
の
」
と
い
う
形
容
が
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
エ

ベ
ソ
ス
と
マ
グ
ネ
1
シ
ア
l
は
直
線
距
離
で
二

0
キ
ロ
ほ
ど
し
か
離
れ
て
い
な

い
。
彼
と
マ
グ
ネ
l
シ
ア
l
の
役
者
た
ち
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ
の

推
測
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
役
者
の
ヒ
エ
ロ

ク
レ
l
ス
に
つ
い
て
「
実
の

父
は
」
と
し
た
の
は
原
文

占$
a
h
で、

「生
ま
れ
は
」
の
意
味
か
ら
実
父
を
指

す
表
現
と
な
り
、

ぉ
q
E
が

「養
子
縁
組
に
よ
っ
て
」
の
意
味
か
ら
養
父
を
指

す
の
と
区
別
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
役
者
ヒ
エ
ロ
ク
レ

l
ス
は
ピ
ロ

l
タ
l
ス

を
父
と
し
て
生
ま
れ
た
ト
ラ
ッ
レ
イ
ス
人
で
あ
る
が
、
ヒ
エ
ロ
ク
レ

ー
ス
の
養

子
と
な
っ
て
そ
の
名
を
継
い
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
劇
『
ミ
レ

l
ト
ス
の

女

』

(
冨

L
吉凶
Q
)

と
あ
る
の
が
ア
ガ
テ

l
ノ
l
ル
の
も
の
と
し
て
残
さ
れ

た
唯
一
の
作
品
名
で
あ
る
。
た
だ
し
、
劇
作
品
そ
の
も
の
の
断
片
は
残
存
し
な

い
し
、
内
容
も
知
ら
れ
て
い
な
い
。
だ
が
ミ
レ

l
ト
ス
は
、
遊
女
か
ら
身
を
興

し
て
名
家
に
取
り
入
り
、
成
り
上
が
っ
た
タ
ル
ゲ
l
リ
ア

l
、
ア
ス
パ
シ
ア
ー

な
ど
を
頂
点
と
す
る
同
業
の
女
性
た
ち
が
輩
出
し
た
土
地
と
し
て
の
評
判
が
高

か
っ
た
こ
と
、
中

・
新
喜
劇
で
は
ト
ピ
ッ
ク
も
し
く
は
登
場
人
物
と
し
て
遊
女

が
恰
好
の
材
料
と
し
て
し
ば
し
ば
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
を
考
え
合
わ

せ
る
と
、
「
ミ
レ

1
ト
ス
の
女
」
が
ど
の
よ
う
な
女
性
で
あ

っ
た
か
、
ご
く
大

ま
か
な
推
測
は
可
能
か
も
し
れ
な
い
。
ピ
レ

l
モ
l
ン
阻

(前
二
世
紀
。
ロ
ー

マ
の
喜
劇
詩
人
プ
ラ
ウ
ト
ウ
ス
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
前
三
六
一
頃

1
一一
三ムハ

の
新
喜
劇
詩
人
ピ
レ

l
モ
1

ン
及
び
、
前
三
世
紀
の
新
喜
劇
詩
人
小
ピ
レ

l
モ

1
ン
と
区
別
し
て

mと
す
る
)
が
同
名
の
喜
劇
を
、
前
三
七
五
頃

1
二
七
五
頃

の
中
喜
劇
詩
人
ア
レ
ク
シ
ス
が
『
ミ
レ

l
ト
ス
の
女
』
あ
る
い
は
/
及
び
『
ミ

レ
l
ト
ス
の
人
々
』
と
い
う
作
品
を
書
い
て
い
る
。
ア
レ
ク
シ
ス
の
作
品
に
つ

い
て
は
ア
テ
l
ナ
イ
オ
ス
が
言
及
し
て
い
る
が
、
題
名
が
そ
れ
ぞ
れ
女
性
単
数

形
と
男
性
複
数
形
で
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
別
個
の
作
品
が
存
在
し
た
の
か
、

ど
ち
ら
か
が
ア
テ
l
ナ
イ
オ
ス
も
し
く
は
そ
の
伝
承
の
過
程
に
生
じ
た
誤
記
な

の
か
わ
か
ら
な
い
。

ア
ガ
ト
ク
レ
ー
ス

(前
二
世
紀
)

〉
吋
〉
②

O
間
内
〉
出
制

ア
ガ
ト
ク
レ
l
ス
に
関
す
る
言
及
と
し
て
は
刻
文
に
次
の
二
つ
の
も
の
が
残

る
。
す
な
わ
ち
、
レ

l
ナ
イ
ア
祭
で
優
勝
し
た
劇
詩
人
た
ち
を
記
録
し
た
刻
文

の
一
つ
に
ア
ガ
ト
ク
レ

l
ス
の
名
が
あ
り
、
そ
の
前
に
[
エ
ム
]
メ
ニ
デ
l
ス、

ア
リ
ス
ト

ー
ン
、
ノ

l
ウ
ィ
オ
ス
、
デ
ィ
オ
ニ
ュ
シ
オ
ス

mが
連
な
り
、
後
に

ア
ル
キ
ク
レ

l
ス
、
ビ
オ
ッ
ト
ス
、
ニ

l

コ
デ
l
モ
ス
の
名
が
続
い
て
い
る
。

ま
た
、
デ
ィ
オ
ニ
ュ
シ
ア
祭
で
上
演
さ
れ
た
喜
劇
を
記
録
し
た
刻
文
に
は
、

ア
ガ
ト
ク
レ

l
ス
が
『
ホ
モ
ノ
イ
ア
(
和
合
)
』
で
[
五
等
入
賞
]

役
を
演
じ
た
の
は
ニ
1

コ
ラ
1

オ
ス

と
あ
る
。
ホ
モ
ノ
イ
ア

d
E
m
u
g
E
は
和
合
、
協
調
と
い
っ
た
意
味
で
あ
る
が
、

こ
の
喜
劇
の
内
容
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。



ア
ル
カ
イ
オ
ス

(前
五
/
四
世
紀
)

〉
〉
同
内
KF円
(
)
M刊

『
ス
l
ダ
辞
典
』

α
一
二
七
四
に
、

ア
ル
カ
イ
オ
ス
。
ミ
ュ
テ
ィ
レ

l
ネ
l
人
、
後
ア
テ
1

ナ
イ
人
。
古
喜
劇
詩

人
で
五
番
目
の
人
。
ミ
ツ
コ
ス
の
子
。
一

O
篇
の
劇
を
書
い
た
。

(一)

と
あ
る
。
喜
劇
詩
人
ア
ル
カ
イ
オ
ス
が
ミ
ュ
テ
ィ
レ

l
ネ
l
人
と
さ
れ
て
い
る

の
は
同
名
の
有
名
な
汗
情
詩
人
、
ミ
ユ
テ
ィ
レ

1
ネ
l
の
ア
ル
カ
イ
オ
ス
と
の

混
同
で
あ
ろ
う
。
同
様
の
混
同
が
エ
ピ
グ
ラ
ム
詩
人
、
メ
ツ
セ
l
ネ
l
の
ア
ル

カ
イ
オ
ス
に
も
起
こ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
「
五
番
目
の
」
と
あ
る
の
は
同

名
人
物
を
区
別
す
る
た
め
と
す
る
解
釈
が
一
般
的
で
あ
ろ
う
が
、
古
喜
劇
詩
人

の
中
で
五
番
目
な
の
か
、
他
の
ジ
ャ
ン
ル
も
含
め
て
五
番
目
な
の
か
疑
問
が
残

る
し
、
い
ず
れ
に
せ
よ
不
明
瞭
で
、
「
五
番
目
の
」
を
削
除
す
る
版
も
あ
る
。

『
ス
l
ダ
辞
典
』
で一

O
篇
と
さ
れ
る
喜
劇
の
う
ち
八
篇
の
題
名
が
知
ら
れ
て

い
る
。
以
下
列
挙
す
る
と
、

『
誘
惑
さ
れ
る
姉
妹
』
『
ガ
ニ
ユ
メ

ー
デ
ー
ス
』

『
エ
ン
デ

ュ
ミ
オ

1
ン
』
『
聖
婚
』
『
カ
リ
ス
ト

l
』
『
悲
喜
劇
』
『
パ
ラ
イ
ス
ト

ラ
l
』
『
パ

l
シ
パ
エ

l
』
で
あ
る
。

ギリシア喜劇断片

『
誘
惑
さ
れ
る
姉
妹
』

〉
炉
開
〉
⑪
〉
円
宮
O
H
M開
J

「

O
冨
開
Z
K
F
H
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『姉
妹
』
戸
待

L
F
n

草
色

と
い
う
題
名
の
喜
劇
を
書
い
た
ギ
リ
シ
ア
の
作
家
に

ア
ン
テ
ィ
パ
ネ
1

ス
と
無
名
氏
が
あ
り
、
同
意
の
ラ
テ
ン
語

G
2
2
2)
の

喜
劇
を
書
い
た
作
家
に
は
ア
フ
ラ
l

ニ
ウ
ス
と
ラ
ベ
リ
ウ
ス
が
お
り
、

ト
ゥ
ス
は

『
二
人
の
パ
ッ
キ
ス
』
(
冒
頭
散
逸
)
と
い
う
、
姉
妹
を
題
材
と
し

た
劇
を
書
い
て
い
る
。
ま
た
、

『間
男
た
ち
』
宮
R
N
R
と
い
う
題
名
で
は
ア

ミ
プ
シ
ア
l
ス
、
ア
ン
テ
ィ
パ
ネ
l
ス
、
ピ
レ

l
モ
l
ン
が
書
い
て
い
る
(
こ

れ
ら
も
散
逸
)。

な
お
、
モ
イ
ケ
ウ
オ
メ
ナ
イ

(E
N
E
b
E
E
h
)
と
い
う
語

は
モ
イ
ケ
ウ
オ
ー
と
い
う
動
詞
の
受
動
態
現
在
分
詞
女
性
複
数
主
格
で
、
こ
の

動
詞
は
能
動
形
で
男
が
女
と
不
義
密
通
を
す
る
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
女
性
が
主
語
の
場
合
に
は
受
動
態
に
な
っ
て

「
誘
惑
さ
れ
る
」

「
間
男
す
る
」
「
密
通
す
る
」
の
意
味
に
な
る
。
た
だ
し
、
内
容
は
わ
か
っ
て
い

な
い
の
で
正
確
な
解
釈
は
で
き
な
い
。
本
劇
か
ら
は
イ
ア
ン
ボ
ス
が
一
行
の
み

ア
テ

1
ナ
イ
オ
ス
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。

プ
ラ
ウ

愚
か
で

〔
な
く
て
蛸
の
心
を
持
つ

〈出
典
〉
ア
テ
l
ナ
イ
オ
ス
七

・
三
一
六

B
。

【注
】
本
断
片
は
不
定
法
句
で
不
完
全
な
文
で
あ
る
。
〔
な
く
〕
は
後
述
の
よ

う
に
前
行
に
否
定
詞
が
含
ま
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
訳
し
た
。
形
容
詞
の
形
か

ら

「
愚
か
で
〔
な
い
ご
と
さ
れ
る
人
物
が
単
数
で
あ
る
こ
と
は
わ
か
る
が
、

男
性
か
女
性
か
は
わ
か
ら
な
い
。
と
こ
ろ
で
「
蛸
の
心
」
と
は
何
を
指
す
の
か
。

ア
テ
l
ナ
イ
オ
ス
は
引
用
部
分
の
前
後
で
蛸
に
関
す
る
誼
蓄
を
傾
け
て
い
る
が
、

中
で
も
エ
ウ
ポ
リ
ス

『世
間
の
人
々
』
(
散
逸
)
か
ら
の
引
用
は
「
行
状
が
蛸

の
ご
と
き
市
民
」
と
あ
り
、
「
技
滑
で
捉
え
ど
こ
ろ
が
な
い
」
の
意
味
に
解
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
蛸
が
居
場
所
に
応
じ
て
色
を
変
え
る
こ
と
か
ら
き
て
お
り
、
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ア
テ
l
ナ
イ
オ
ス
は
二
了
五
二
ニ

B
で
も
、
ピ
ン
ダ
ロ
ス
か
ら
の
引
用
と
し

て
、
「
わ
が
子
よ
、
ど
の
国
を
訪
ね
る
と
き
も
、
心
は
で
き
る
だ
け
岩
場
に
棲

む
海
の
生
き
物

(蛸
)
の
色
の
如
く
あ
れ
。
居
合
わ
せ
た
人
に
す
す
ん
で
賛
同

し
、
そ
の
場
そ
の
場
で
臨
機
応
変
に
考
え
る
が
よ
い
」

(断
片
四
三
ス
ネ
ル
)

と
い
う
詩
句
を
あ
げ
、
さ
ら
に
ソ
ポ
ク
レ

1
ス

『イ
1
ピ
ゲ
ネ
イ
ア
』
(
散
逸
)

か
ら
の
引
用
と
し
て
、
「
多
足
の
生
き
物

(蛸
)
が
岩
に
応
じ
て
色
を
変
え
る

よ
う
に
、
男
の
前
で
は
本
当
の
心
の
色
を
変
え
る
よ
う
に
心
が
け
る
が
よ
い
」

(
断
片
三

O
七
)
と
い
う
詩
句
を
引
い
て
い
る
。
ま
た
作
者
不
明
の
ダ

ク
テ
ュ

ロ
ス

(長
短
短
六
脚
韻
)
に
「
わ
が
子
、
英
雄
ア
ム
ピ
ロ
コ
ス
よ
、
ど
う
か
蛸

の
心
を
持
ち
、
だ
れ
で
あ
れ
土
地
で
付
き
合
う
人
々
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
せ

よ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
「
蛸
の
心
」
と
は
変
幻
自
在
、
臨
機
応
変
、
悪
く
い
え

ば
抜
目
な
く
ず
る
賢
い
こ
と
を
意
味
す
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
引

用
で
は
こ
の
言
い
回
し
が
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
善
い
意
味
合
い
の
も
の
と
し
て

積
極
的
に
使
わ
れ
て
い
る
の
で
、
「
愚
か
な
」
と
い
う
形
容
と
符
合
し
な
い
と

も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
前
行
に
否
定
詞
の
メ
|
支
部
が
含
ま
れ
て
い
た
と
す
る

説
に
従
っ
た
。

『
ガ

ニ
ユ
メ

l
Jア
l
ス
』

吋
K
F
Z
J
門
呂
田
hv
田
村

同
名
の
劇
を
ア
ン
テ
ィ
パ
ネ
1
ス
と
エ
ウ
ブ

l
ロ
ス
が
書
い
て
い
る
。
ガ
ニ

ユ
メ
ー
デ
ー
ス
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
そ
の
美
貌
の
た
め
に
ゼ
ウ
ス
に
愛
さ
れ

て
鷲
に
さ
ら
わ
れ
、
ゼ
ウ
ス
の
酌
人
と
な
っ
て
寵
を
受
け
た
と
さ
れ
る
神
話
上

の
人
物
。
な
お
、
一
言
つ
け
く
わ
与え
る
な
ら
、
英
語
の

S
E
E
-
Z
(稚
児
)

は
ガ
ニ
ユ
メ
ー
デ
ー
ス
の
ラ
テ
ン
語
形
で
あ
る

の白

E
5
3
5
か
ら
派
生
し
た

と
い
わ
れ
る
。
残
さ
れ
た
僅
か
な
断
片
か
ら
内
容
を
推
測
す
る
こ
と
は
難
し
い

が
、
ゼ
ウ
ス
の
王
宮
を
舞
台
と
し
、
ガ
ニ
ュ
メ
ー
デ
ー
ス
は
も
ち
ろ
ん
、
ゼ
ウ

ス
、
へ
l
パ
イ
ス
ト
ス
、
へ
l
ラ
ー
な
ど
が
登
場
し
た
と
推
測
さ
れ
、
部
分
的

に
は
卑
猿
な
要
素
も
あ
る
、
神
話
伝
説
を
も
じ
っ
た
バ
ー
レ
ス
ク
の
類
い
の
喜

劇
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

A
、
熱
い
二
度
焼
き
も
。

B
、
二
度
焼
き
と
は
何
の
こ
と
だ
。

A
、
賀
沢
な
お
菓
子
の
こ
と
・
・

〈出
血
(
〉
ポ
ル
ッ
ク
ス
七
・
二
三
。
ア
テ
l
ナ
イ
オ
ス
三
・
一
一

O
A。
た
だ

し
、
こ
の
箇
所
で
の
ア
テ
l
ナ
イ
オ
ス
の
引
用
の
仕
方
に
は
混
乱
が
あ
っ
て
、

ど
こ
ま
て
が
エ
ウ
ブ

l
ロ
ス
か
ら
の
引
用
で
ど
こ
か
ら
が
ア
ル
カ
イ
オ
ス
か
ら

の
も
の
か
は
っ
き
り
し
な
い
。
そ
の
た
め
種
々
の
説
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
決

定
的
な
も
の
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
後
二
世
紀
の
ポ
ル
ッ
ク
ス
も
ア

ル
カ
イ
オ
ス
か
ら
と
し
て
引
用
し
て
い
る
の
で
、
一
応
ア
ル
カ
イ
オ
ス
の
作
と

し
て
お
い
て
よ
い
で
あ
ろ
う

(
ア
テ
l
ナ
イ
オ
ス
は
後
二

1
三
世
紀
)。

【
注
】
「
二
度
焼
き
」
と
は

〈
二
度
火
を
通
し
た
〉
の
意
で
、
語
源
的
に
二
度

焼
い
た
の
意
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
語
の
立
月
三
円
や
、
ド
イ
ツ
語
の

N
g
-
m
σ
R
K

に
対
応
す
る
表
現
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
は
イ
タ
リ
ア
語
の

E
R
E
Z
に
湖

る
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
英
語
の

Emw
が
本
来
薄
く
切
っ
た
パ
ン
を
オ
ー
プ
ン

で
焼
い
た
も
の
で
あ
る
の
と
ほ
ぼ
等
し
い
。
上
述
の
と
お
り
、
ア
テ
l
ナ
イ
オ

ス
に
よ
る
と
エ
ウ
ブ
l

ロ
ス

(前
五
世
紀
)
も
同
名
の
劇
で
こ
の
菓
子
に
言
及

し
て
い
る
点
に
注
目
さ
れ
る
。



片
蹴
め
、
も
っ
と
急
げ

さ
も
な
い
と
雷
を
お
見
舞
い
す
る
ぞ

『
反
ア
ッ
テ
ィ
カ
主
義
辞
典
』
「
カ
タ
コ
1

レ

(k
Rご
er
〔カ

タ
コ

l
ロ
ス
の
呼
格
〕
)。
ア
ル
カ
イ
オ
ス
が
『
ガ
ニ
ュ
メ
ー
デ
ー
ス
』
で
。
す

ゼ
ウ
ス
が
へ

l
パ
イ
ス
ト
ス
を
か
ら
か
っ
て

【本
断
片
】
と
い
う
」
。

〈出
典
〉

な
わ
ち
、

【注
】

(一)

カ
タ
コ

l

ロ
ス
な
る
形
容
詞
は
稀
語
、
恐
ら
く
出
典
は
こ
こ
の
み
。

ー
ロ
ス

(Neugq)
は
「
肢
の
」
あ
る
い
は
「
肢
者
」
を
意
味
す
る
が
、
こ

れ
に
カ
タ
を
加
え
て
強
意
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
原
典
そ
の
も
の

を
疑
う
学
者
も
い
て
、
叶
も
だ

h
-
N
e
Z
と
校
訂
す
る
説
が
あ
る
。
こ
れ
は
カ

タ
コ

1
ロ
ス
な
る
語
が
他
に
見
ら
れ
な
い
こ
と
と
、

「
も
っ
と
急
げ
」
と
訳
し

た
部
分
が
直
訳
で
は

「
よ
り
早
く
」
の
意
の
副
詞
で
あ
る
た
め
ト
レ
ケ
「
駆
け

ろ
」
を
補
っ
た
も
の
。
他
に
、
先
行
す
る
行
の
末
尾
に
大
胆
な
補
訂
を
な
す
説

も
あ
る
が
必
ず
し
も
説
得
力
が
あ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。

と
り
あ
え
ず
、
出
典
の
意
を
汲
め
ば
内
容
的
に
特
に
不
自
然
な
点
は
な
い
。

ゼ
ウ
ス
が
そ
の
武
器
と
し
て
雷
を
用
い
る
こ
と
も
、
へ

1
パ
イ
ス
ト
ス
が
肢
者

で
あ
る
こ
と
も
、
ギ
リ
シ
ア
神
話
で
は
お
な
じ
み
の
テ
l
マ
で
あ
る
。
ゼ
ウ
ス

が
鍛
冶
の
神
へ

l
パ
イ
ス
ト
ス
に
何
か
を
命
じ
、
い
さ
さ
か
乱
暴
な
言
葉
で
急

が
せ
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
へ

l
パ
イ
ス
ト
ス
が
な
に
か
不
始
末
を
し
て
ゼ

ウ
ス
が
怒
り
の
あ
ま
り
退
去
を
命
じ
た
も
の
か
。

ギリ シア喜劇断片59 

四

こ、ど
と、う
をも
妨四
げ十
て雀
し、カL

る
よ
う
だ

〈
出
血
(
〉
ポ
l
テ
ィ
オ
ス

α
五

O
九
「
ア
イ
ギ
タ

ッ
ロ
ス

(
四
十
雀
)。
物
事

を
妨
害
す
る
鳥
。
ア
ル
カ
イ
オ
ス
が

『
ガ
ニ
ユ
メ
ー
デ
ー
ス
』
で

【本
断
片
】

と
。
ア
ク
セ

ン
ト
は
ア
リ
ュ
パ
ッ
ロ
ス
「
信
玄
袋
、
巾
着
」
と
同
じ
」
。

::l 

【注
】

「
四
十
雀
よ
り
大
胆
な
〔
あ
つ
か
ま
し
い
〕
」
と
い
う
僅
諺
が
一
五
世

紀
の
僅
諺
収
集
家
ア
ポ
ス
ト
ー
リ
オ
ス
一

・
七
六
に
残
っ
て
い
る
が
、
そ
こ
で

の
形
は
ア
イ
ギ
タ

l
ラ
l
ス
で
あ
り
、
ア
ポ
ス
ト
ー
リ
オ
ス
が
範
と
し
た
と
思

わ
れ
る
ア
イ
リ
ア
l
ノ
ス

『動
物
誌
』
三

・
三
九
で
は
ア
イ
ギ
テ
ー
ラ
ー
ス
と

な
っ
て
い
て
こ
れ
は
ア
イ
ゴ
テ
ー
ラ
ー
ス
「
ヨ
タ
カ
」
と
解
さ
れ
て
い
る
。
ア

ポ
ス
ト
ー
リ
オ
ス
が
ア
イ
リ
ア
l
ノ
ス
を
下
敷
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
諺
の
説

明
文
が
ア
イ
リ
ア
l
ノ
ス
と
ほ
ぼ
完
全
に
等
し
い
こ
と
か
ら
確
か
だ
と
思
わ
れ

る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
単
語
の
類
似
か
ら
混
乱
が
生
じ
て
い
る
。
こ
の
僅
諺
の

説
明
文
は
「
ヨ
タ
カ
」
な
い
し
「
四
十
雀
」
が
山
羊
を
攻
撃
し
て
そ
の
乳
を
吸

う
と
い
う
も
の
で
内
容
的
に
面
白
い
も
の
だ
が
、
四
十
雀
が
「
物
事
を
妨
げ

る
」
こ
と
と
明
白
な
関
連
が
あ
る
と
も
思
わ
れ
な
い
の
で
割
愛
す
る
。
「
こ
と
」

と
訳
し
た
プ
ラ
l
グ

て

ポ

l
テ
ィ
オ
ス
の
出
典
中
の

「物
事
」
と
訳
し
た
プ

ラ
l
ク
シ
ス
に
は
性
的
な
合
意
が
あ
る
場
合
が
あ
る
。
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五

-

《
エ
ベ
ソ
ン

ケ円向
q
o
刷、
〔
ピ
プ
ト

l
弘
司
叶

e
「
落
ち
る
」
の
ア
オ
リ
ス
ト
〕

は
特
殊
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
第
二
ア
オ
リ
ス
ト
が

13
で
終
わ
る
音
節
の
前

に
q
を
持
つ
こ
と
は
決
し
て
な
い
か
ら
で
あ
る
:
:
:
へ

l

ロ
l
デ
ィ
ア

l
ノ

ス
は
、
こ
れ
と
似
た
俗
語
、
す
な
わ
ち
、
エ
ケ
ソ
ン
戸

Hhg宅
〔
ケ
ゾ

l

b
円
相
内

e
「
排
便
す
る
」
の
第
二
ア
オ
リ
ス
ト
〕
が
あ
り
、
こ
れ
も

12
で
終
わ

る
音
節
の
前
に

q
が
あ
る
と
述
べ
て
、
ア
ル
カ
イ
オ
ス
の
『
ガ
ニ
ュ
メ
ー
デ

ー
ス
』
の
次
の
用
例
を
挙
げ
て
い
る
。
「
ネ

1
レ
ウ
ス
の
娘
に
糞
を
ひ
っ
か
け

た

(
カ
テ
ケ
ソ
ン

MhQ
べm
N
向
q
o
t
)
」
》。

H

《
エ
ベ
ソ
ン
。

ミ

で
終
わ
る
第
二
ア
オ
リ
ス
ト
で

。
の
前
に

q
を
持
つ

も
の
は
な
く
、

エ
ベ
ソ
ン
だ
け
が
例
外
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
喜
劇
詩
人
ア
ル

カ
イ
オ
ス
の
『
ガ
ニ
ュ
メ

ー
デ
ー
ス
』
で
使
わ
れ
て
い
る
「
カ
テ
ケ
ソ
ン
」
は

他
の
ギ
リ
シ
ア
人
の
用
法
に
も
な
け
れ
ば
、
な
に
か
の
類
推
で
生
じ
た
も
の
で

も
な
く
、
喜
劇
用
に
造
語
さ
れ
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
》。

m
《
ア
ル
カ
イ
オ
ス
の

『
ガ
ニ
ュ
メ

ー
デ
ー
ス
』
で
俗
っ
ぽ
い
調
子
を
出
す
た

め
に
使
わ
れ
て
い
る
「
ネ
l
レ
ウ
ス
の
娘
に
糞
を
ひ
っ
か
け
た
」
と
い
う
表
現

は
喜
劇
調
で
あ
る
。
ア
リ
ス
ト
パ
ネ

l

ス
が
ど
こ
か
で
、
ケ
サ
イ

N
E
-
E

(第
一
ア
オ
リ
ス

ト
不
定
法
)
と
い
う
べ
き
な
の
に
ケ
セ
イ
ン

ut
a
?
(第

二
ア
オ
リ
ス
ト
不
定
法
)
と
い
っ
た
の
に
等
し
い
て

〈出
典
〉
I
コ
イ
ロ
ボ
ス
コ
ス

(
後
八

1
九
世
紀
)
『
テ
オ
ド
シ
オ
ス
注
解
』。

H
へ
l
ロ
l
デ
ィ
ア

l
ノ
ス

(後
二
世
紀
)
『
特
殊
語
提
』
。

m無
名
氏

『
ホ
メ

ー
ロ
ス
品
詞
分
析
』
。

【注
】
笑
い
を
と
る
た
め
の
排
池
関
連
語
棄
は
喜
劇
の
世
界
で
は
頻
用
さ
れ
、

ア
リ
ス
ト
パ
ネ
l
ス
に
も
多
い
。
思
索
に
耽
っ
て
ぽ
か
ん
と
口
を
聞
け
て
い
る

ソ
1
ク
ラ
テ
l
ス
に
ヤ
モ
リ
が
糞
を
垂
れ
か
け
た
(
『
雲
一
』
一
七
一
二
)
な
ど
は

そ
の
好
例
で
あ
る
。
本
断
片
で
排
池
に
性
的
含
意
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
わ
か

ら
な
い
。--'-

/¥ 

-

《
パ
シ

リ
ッ
サ

回
h
H
Q
E
E
q
Q
「
王
妃
」
。
ア
ル
カ
イ
オ
ス
が

『
ガ
ニ
ュ
メ
ー

デ
ー
ス
』
で
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ

1
ス
が
『
ホ
メ

l
ロ
ス
問
題
』
で
〔
使
用
し
て

い
る
〕
》。

H

《古
人
は
だ
れ
も
パ
シ
リ
ッ
サ
と
は
い
わ
ず
、
パ
シ
レ
イ
ア

、
Q
Q
2
2
Q
ま

た
は
パ
シ
リ
ス

、hHq早川
叶
と
い
っ
た
。
》

m
《喜
劇
詩
人
ア
ル
カ
イ
オ
ス
、
及
び
ア
リ
ス
ト
テ
レ

l
ス
が
『
ホ
メ

l
ロ
ス

問
題
』
で
、
こ
の
語
を
使
用
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
、
君
は

『ネ
ア
イ
ラ
告
発
』
の
筆
者

〔デ
モ
ス
テ
ネ
l
ス
五
九

・
七
四
〕
を
最
も
偉
大

な
証
人
と
し
て
挙
げ
て
く
れ
た
て

〈出血(〉

I

『反
ア
ッ
テ
ィ
カ
主
義
辞
典
』

紀
の
純
正
ア
ッ
テ
ィ
カ
主
義
者
)。

H
mプ
リ
ュ

l

ニ
コ
ス

(後
二
世

【注
}

「
王
妃
」
を
指
す
語
の
語
形
の
問
題
で
あ
る
が
、
パ
シ
リ
ッ
サ
は
他
に

ク
セ
ノ
ポ

l
ン
『
家
政
学
』
九

・
一
五
、
テ
オ
ク
リ
ト
ス

『牧
歌
』
一
五

・
二

固
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
る
。
な
お
、
エ
ウ
ス
タ
l
テ
ィ
オ
ス
が
『
オ
デ
ユ
ツ
セ

イ
ア
注
解
』
で
《
知
っ
て
お
く
べ
き
こ
と
は
、
パ
シ
レ
ウ
ス
「
王
」
の
女
性
形

は
、
ヒ
エ
レ
ウ
ス
「
神
宮
」
の
そ
れ
が
ヒ
エ
レ
イ
ア
で
あ
る
ご
と
く
パ
シ
レ
イ



ア
の
み
で
は
な
く
、
ア
イ
リ
オ
ス

・
デ
ィ
オ
ニ
ュ

l
シ
オ
ス
よ
る
と
ア
ッ
テ
ィ

カ
方
言
で
パ
シ
リ
ッ
サ
と
い
う
形
も
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。
彼
が
い
う
に
は
、

メ
ナ
ン
ド
ロ
ス
が
パ
シ
リ
ン
ナ

切
Q
a
h
E
Hミ
と
い
う
語
、
を
用
い
て
い
る
そ
う

で
あ
る
》
と
述
べ
て
い
る
。
ゼ
ウ
ス
の
王
宮
を
舞
台
と
し
た
こ
の
喜
劇
で
王
妃

と
呼
ば
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
の
は
ゼ
ウ
ス
の
正
妻
へ

l
ラ
ー
で
あ
ろ
う
。
ギ
リ

シ
ア
神
話
上
ゼ
ウ
ス
の
女

・
稚
児
狂
い
は
毎
度
の
こ
と
で
あ
り
、
へ

l
ラ
ー
は

そ
の
度
に
嫉
妬
し
て
夫
の
恋
愛
遊
戯
の
阻
止
を
謀
っ
た
り
、
相
手
を
迫
害
し
た

り
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
断
片
四
で
「
こ
と
」
を
妨
げ
て
い
る
四
十

雀
も
実
は
へ

l
ラ
ー
を
暗
に
指
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。

七

ギリシア喜劇断片

《
カ
コ
テ
ク

ニ
ゾ

l
ン

M
h
Q
5
3
N
ヒ式
et
「
卑
怯
な
手
段
を
弄
す
る
、
惑
わ

す
」
。
カ
コ
テ
ク
ノ
1
ン

旧公定。
a
N
t
U
モ
の
代
わ
り
。
ア
ル
カ
イ
オ
ス
が
『
ガ

ニ
ユ
メ
ー
デ
ー
ス
』
で
》
。

〈出
典
〉

『
反
ア
ッ
テ
ィ
カ
主
義
辞
典』。

【注
】
こ
の
ま
ま
の
形
で
ア
ル
カ
イ
オ
ス
が
用
い
て
い
た
と
す
れ
ば
カ
コ
テ
ク

ニ
ゾ

l
ン
は
現
在
分
詞
男
性
形
単
数
で
あ
る
か
ら
、
分
詞
の
主
語
は
へ

l
ラ
ー

に
隠
れ
て
ガ
ニ
ユ
メ

ー
デ
ー
ス
と
関
係
を
結
ぼ
う
と
す
る
ゼ
ウ
ス
で
あ
る
公
算

が
高
か
ろ
う
。
こ
の
台
詞
の
発
言
者
が
ゼ
ウ
ス
の
行
為
に
対
し
て
批
判
的
な
へ

|
ラ
ー
で
あ
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
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/¥ 

《
ク
レ
マ
ソ

ー
さ
向
及
。

qe
「
吊
し
上
げ
て
や
る
ぞ
」
。
〔
ク
レ
マ

ン
ニ

さ
官
。
ミ
モ
h

の
未
来
形
〕
は
ク
レ
モ
ー

さ
町
、
C

ば
か
り
で
は
な
い
。

カ
イ
オ
ス
が
『
ガ
ニ
ユ
メ
ー
デ
ー
ス
』
で
》
。

ュ
ー
ー
ご、

ア
ノレ

〈出血(〉

『
反
ア
ッ
テ
ィ
カ
主
義
辞
典
』
。

【注
】
「
吊
し
首
」
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、

「吊
し
上
げ
る
」
こ
と
は
懲
罰

の
方
法
で
あ
り
、
従
っ
て
脅
し
文
句
に
使
わ
れ
た
。
『
イ

l
リ
ア
ス
』
八

・
一

九
以
下
で
は
ゼ
ウ
ス
が
オ
リ
ュ
ム
ポ
ス
の
神
々
す
べ
て
に
対
す
る
脅
し
の
た
め

に
こ
の
や
り
方
に
言
及
し
て
い
る
。
従
っ
て
こ
こ
で
も
こ
の
言
葉
が
ゼ
ウ
ス
に

よ
っ
て
発
せ
ら
れ
た
可
能
性
は
高
い
が
、
そ
の
場
合
相
手
が
へ

l
ラ
l
か
、
断

片
三
で
も
脅
し
付
け
ら
れ
て
い
る
へ

l
パ
イ
ス
ト
ス
か
、
あ
る
い
は
そ
の
他
の

だ
れ
か
断
定
は
で
き
な
い
。

九

《
君
は
:
・
:
大
酒
呑
み
(
ア
ッ
リ
ュ

ト
モ
ポ
テ
l
ス
)
だ
が
楽
し
い
呑
み
仲
間

(ポ

テ
イ
コ
ス
)
で
は
な
い
。
ア
ル
カ
イ
オ
ス
が

『ガ

ニユ

メ
ー
デ
ー
ス
』
で

そ
の
よ
う
な
酒
呑
み
を
ポ
テ
イ
コ
ス
と
呼
ん
で
い
る
》
。

〈出
典
〉
ア
テ
l
ナ
イ
オ
ス
一

0
・
四
四
五

D
E
。

【注
】
ア
ッ
リ
ュ
ト
モ
ポ
テ

l
ス
は
リ
ュ
ト
モ
ス

つ
ま
り
規
律
の
な
い
酒
呑
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み
、
す
な
わ
ち
酒
乱
家
で
あ
る
。
ポ
テ
1
ス、

「
飲
む
」
の
派
生
語
で
あ
る
。

ポ
テ
イ
コ
ス
と
も
に
ポ

l
ノ

l

『
エ
ン
デ
ュ
ミ
オ

l
ン』

開
Z
K
V、H
，宮円。

z

月
の
女
神
セ
レ
ネ
l
に
愛
さ
れ
た
美
少
年
エ
ン
デ
ュ
ミ
オ
l
ン
の
神
話
は
す

で
に
へ
シ
オ
ド
ス
や
サ
ッ
ポ
ー
に
も
反
映
し
て
い
る
。
本
劇
は
エ
ン
デ
ュ
ミ
オ

l

ン
が
本
人
ま
た
は
セ
レ
ネ
!
の
願
い
に
よ
っ
て
永
遠
に
眠
り
続
け
た
こ
と
を

一
種
の
病
気
と
し
た
点
に
笑
い
の
一
要
素
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
こ
れ
も
神
話
伝

説
に
基
づ
く
バ
ー
レ
ス
ク
の
類
い
。

O 

私
は
ほ
と
ん
ど
丸
三
ヶ
月
近
く
も
の
問
、

エ
ン
デ
ユ
ミ
オ
l
ン
を
見
守
っ
て
い
る
の
で
:
:

〈出
血
(
〉
プ
リ
ス
キ
ア
l
ヌ
ス

『
文
法
教
程
』

一
八
・
一
八

O
。

【
注
】
通
常
の
神
話
か
ら
エ

ン
デ

ュ
ミ
オ
l
ン
は
眠
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。
だ
が
、
彼
を
見
守
っ
て
い
る
の
が
誰
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
セ
レ
ネ
l
、

ま
た
は
「
眠
り
」
の
神
、
断
片
一
一
か
ら
登
場
人
物
の
一
人
と
し
て
推
測
さ
れ

る
医
者
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
一
行
目
、
円
可
決
向
急
セ
ロ
と
九
て
て
々
と
が
こ
こ
で

は
ほ
ぼ
同
意
味
の
副
詞
(
句
)
で
あ
る
た
め
に
、
前
者
を

志
、
。
ミ
Q

「
年
老

い
た
」
(
「
エ
ン
デ
ュ
ミ
オ
l
ン
」
に
か
か
る
形
容
調
)
や
、
一
行
目
官
頭
の
三

語
を
ふ

E
号
。
き
も
。

:-E
「
夢
見
る
」
な
ど
に
校
訂
す
る
説
、
あ
る
い
は
後
者

を
ぎ
ミ
「
既
に
」
に
校
訂
す
る
説
が
出
さ
れ
て
い
る
。

《
他
に
も
(
ゴ
ル
ギ
ア
ー
ス
が
)
い
る
。
す
な
わ
ち
医
者
で
、
こ
の
人
に
つ
い

て
は
ア
ル
カ
イ
オ
ス
が
『
エ
ン
デ
ュ
ミ
オ

l
ン
』
で
言
及
し
て
い
る
》
。

〈
出
典
〉
ア
リ
ス
ト
パ
ネ
|
ス

『鳥』

一
七

O
一
へ
の
古
注
。

【注
】

『ス

l
ダ
辞
典
』

O
二
五
八
は
ゴ
ル
ギ
ア
ー
ス
を
テ

ッ
サ
ロ
ス
の
子

で
有
名
な
ヒ
ッ
ポ
ク
ラ
テ
|
ス
の
孫
ど
し
て
い
る
。
「
他
に
い
る
」
と
い
う
の

は
、
プ
ラ
ト

l
ン
の
『
ゴ
ル
ギ
ア
ー
ス
』
の
登
場
人
物
と
し
て
有
名
な
ソ
フ
ィ

ス
ト
の
他
に
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
だ
が
、
医
者
の
ゴ
ル
ギ
ア

l
ス
に
つ
い
て

は
こ
れ
ら
の
言
及
以
外
知
ら
れ
て
い
な
い
。

一
タ
ラ
ン
ト
ン
の
病
の
数
々

〈
出
血
(
〉
ポ
ル
ッ
ク
ス
九

・
五
三
「
ク
ラ
テ

l
ス
の

『
向
こ
う
見
ず
』
に
あ
る

・
「
一
タ
ラ
ン
ト
ン
の
」

S
H
R
ミ
E
h
o
q
(
ク
ラ
テ

l
ス
断
片
三
六
)
と

い
う
語
は
、
喜
劇
詩
人
ア
ル
カ
イ
オ
ス
の
【
本
断
片
】
と
同
様
、
値
段
を
い
う

の
か
重
さ
を
い
う
の
か
不
明
で
あ
る
」
。

{注
】
タ
ラ
ン
ト
ン
は
本
来
重
さ

の
単
位
て
あ
る
が
、
貨
幣
の
基
準
と
し
て
も

用
い
ら
れ
た
。
一
タ
ラ
ン
ト
ン
は
重
さ
の
単
位
と
し
て
は
約
三

O
K、
貨
幣
価



値
と
し
て
は
六

0
0
0ド
ラ
ク
メ
ー
に
当
た
り
、
こ
れ
は
か
な
り
高
額
で
あ
る
。

ポ
ル
ッ
ク
ス
は
、
「
一
タ
ラ
ン
ト
ン
の
」
と
い
う
形
容
調
が
重
さ
を
指
す
の
か

値
段
を
指
す
の
か
わ
か
ら
な
い
ケ
ー
ス
ど
し
て
、
こ
の
断
片
を
引
用
し
て
い
る
。

断
片

一
一
か
ら
わ
か
る
よ
う
に

『
エ
ン
デ
ュ
ミ
オ

l
ン
』
に
は
ゴ
ル
ギ
ア
ー
ス

ど
い
う
名
の
医
者
が
登
場
し
た
ら
し
い
の
て
、
今
日
こ
の
形
容
詞
は
治
療
代
と

し
て
医
者
に
支
払
う
額
と
関
連
す
る
と
見
る
説
が
有
力
で
あ
る
。
コ
ッ
ク
は
読

み
に
少
々
変
更
を
加
え
た
上
、
「
エ
ン
デ
ュ
ミ
オ
|
ン
の
病
気
に
つ
い
て
い
っ

た
も
の
で
、
そ
の
治
療
の
た
め
に
呼
ば
れ
た
ゴ
ル
ギ
ア

l
ス
が
一
タ
ラ
ン
ト
ン

も
か
か
ら
な
い
よ
う
な
軽
い
病
気
だ
、
ど
い
っ
て
い
る
」
と
穿
っ
た
見
方
を
し

て
い
る
。

(一)ギリ シア喜劇断片

私
は
仕
え
て
い
た
。

〈出
血
(
〉

『反
ア
ッ
テ
ィ
カ
主
義
辞
典
』
。

【
注
】
出
典
は
複
合
動
詞
の
ア
ッ
テ
ィ
カ
方
言
に
お
け
る
未
完
了
過
去
の
形
態

に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

『
聖
婚
』

円何回
M
O
N
吋
〉

Z
O
N

マ
イ
ネ
l
ケ
に
よ
る
と
、

現
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。

へ
l
ラ
!
と
ゼ
ウ
ス
の
婚
礼
を
人
間
の
流
儀
で
表
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四

五
人
の
奴
隷
ど

一
対
の
仔
牛

〈出
典
〉
ポ
l
テ
ィ
オ
ス
四
七
九
・
四

通
は
仔
馬
を
指
す
〕
。
ア
ル
カ
イ
オ
ス
が

「1vLFoh
は
牛
に
も
使
わ
れ
る

『
聖
婚
』
で
【
本
断
片
】
ど
」
。

〔
並
目

【
注
】
結
納
の
一
部
、

わ
れ
る
。

あ
る
い
は
「
聖
婚
」
の
儀
式
に
必
要
な
道
具
立
て
と
思

五

彼
ら
は
混
ぜ
合
わ
せ
、
隠
し

〈
出
典
〉
ア
テ

l
ナ
イ
オ
ス
一

0
・
四
二
四

E
。

【
注
】
こ
れ
は
「
聖
婚
」
の
儀
式
て
の
儀
礼
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
「
隠

す
」
が
わ
か
り
に
く
く
、
「
漉
す
」
「
汲
む
」
な
ど
に
校
訂
す
る
意
見
が
あ
る
。

-'--
/¥ 

《
(
ケ
ル
ニ
ボ
ン
、
ケ
ル
ニ
ビ
オ
ン
、
ケ
イ
ロ
ニ
プ
ト
ロ
ン
、
ケ
イ
ロ
ニ
パ
な

ど
さ
ま
ざ
ま
に
呼
ば
れ
る
、
手
を
洗
う
水
を
入
れ
る
器
ど
の
関
連
で
)
た
い
て

ち
ょ
・
ヲ
ず

い
の
用
法
で
は
「
手
水
」
ど
い
う
の
が
慣
例
で
あ
る
。
ア
メ
プ
シ
ア
ー
ス
が

『投
石
器
』
(
断
片
二

O
)
で

、

ア

ル

カ

イ

オ

ス

が

で

、

用

い

て

い

『
聖
婚
』
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る
よ
う
に
て

〈出
典
〉
ア
テ
l
ナ
イ
オ
ス
九

・
四

O
八
E
。

【注
】
こ
れ
も
儀
礼
の
一
部
か
ら
き
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
引
用
の
ケ
ル

ニ
ボ
ン

等
は
器
そ
の
も
の
を
指
す
名
詞
で
あ
る
が
、
「
手
水
」
は
直
訳
で
は

「手
に
水

を
」
ま
た
は

「手
に
注
ぐ
水
」
と
な
る
三
語
が
そ
の
た
め
の
器
の
意
味
で
用
い

ら
れ
、
し
か
も
そ
れ
が
も
っ
と
も
普
通
の
言
い
方
で
あ
っ
た
と
解
説
さ
れ
て
い

る
。
ア
テ

l
ナ
イ
オ
ス
は
さ
ら
に

「手
に
」
だ
け
で
同
様
の
意
味
を
表
す
例
も

挙
げ
て
い
る
。

『
カ
ッ
リ
ス
ト

l
』

田
内
〉
〉
〉
円
M
口
、

H
，
O

カ
ッ
リ
ス
ト
ー
は
神
話
で
は
リ
ュ
カ

l
オ
l
ン
の
娘
が
有
名
で
あ
る
が
、
同

名
の
遊
女
の
名
か
も
し
れ
な
い
。
本
劇
が
リ
ュ
カ
|
オ
|
ン
の
娘
カ
ッ
リ
ス
ト

ー
に
ま
つ
わ
る
神
話
伝
説
を
も
じ

っ
た
バ

ー
レ
ス
ク
で
あ
る
か
、
風
俗
喜
劇
で

あ
る
か
、
断
定
す
る
材
料
は
な
い
。
だ
が
、
狩
り
の
テ
ー
マ
が
見
え
る
こ
と
か

ら
(
断
片
一
七
)
処
女
神
ア
ル
テ
ミ
ス
に
従
う

ニ
ン
フ
で
あ
っ
た
カ

ツ
リ
ス
ト

ー
の
伝
説
が
少
な
く
と
も
背
景
に
は
な
っ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
同
名
の
悲

劇
を
ア
イ
ス
キ
ュ
ロ

ス
が
、
喜
劇
を
恐
ら
く
ア
ム

ピ
ス
が
書
い
た
と
さ
れ
る
。

一
七

A
、
何
ゆ
え
細
な

コ
エ

ン
ド

ロ
の
実
を

?

B
、
私
た
ち
が
捕
え
た

野
兎
の
肉
に
、
あ
な
た
が
塩
〔
と
一
緒
に
〕
ふ
り
か
け
る
た
め
に
:
:

〈出
典
〉
ア
テ

l
ナ
イ
オ
ス
九

・
三
九
九

E
F
「
ナ
ウ
シ
ク
ラ
テ
|
ス
(
断
片

一
一)
は
:
:
:
ア
ッ
テ
ィ
カ
周
辺
で
は
野
兎
が
め
っ
た
に
見
つ
か
ら
な
い
と
い
っ

て
い
る
:
:
:
が
、
ア
ル
カ
イ
オ
ス
は
『
カ
ッ
リ
ス
ト

|
』
の
中
で
、
次
の
よ
う

に
い
っ
て
野
兎
が
沢
山
い
る
こ
と
を
証
し
て
い
る
。

【本
断
片
】」。

【注
】

「
野
兎
」
ど
訳
し
た
語
は
ダ

シ
ュ
ブ
ー
ス
で
、
本
来
「
毛
だ
ら
け
の

足
」
の
意
味
。
学
名
は

F
3
5
Z
E
E
5
で

F
8
zm
n
Z
E
E
-
5
(ア
ナ
ウ
サ

ギ
)
と
区
別
さ
れ
る
。

コ
エ

ン
ド

ロ
に
つ
い
て
は
、
プ
リ
|
ニ

ウ
ス
が

『博
物

誌
』
二
二

・
二
一
八
で
「
M
・
ウ
ア

ロ
ー
は
、
磨

っ
た
コ
エ

ン
ド

口
、
ウ
イ
キ

ョ
ウ
、
お
よ
び
酢
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
、
暑
い
時
期
で
も
肉
を
少
し
も
傷
め

ず
に
保
存
で
き
る
、
ど
考
え
て
い
る
」
ど
述
べ
て
い
る
。
コ
エ

ン
ド

ロ
は
セ
リ

科
の
草
で
医
療

・
調
味
用
に
用
い
ら
れ
る
。
引
用
が
不
完
全
な
の
で

コ
エ

ン
ド

ロ
を
ど
う
用
い
る
の
か
は
っ
き
り
出
て
い
な
い
が
、
塩
な
ど
と
と
も
に
保
存
と

調
味
の
た
め
に

コ
エ

ン
ド

ロ
の
実
を
用
い
る
こ
と
を
い
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

話
者
を
狩
の
準
備
を
す
る
ア
ル
テ
ミ
ス
と
そ
の
従
者
た
ち
の

一
人
(
恐
ら
く
カ

ッ
リ
ス
ト

l
自
身
)
と
す
る
意
見
が
あ
る
。

J¥. 

《
「番
わ
せ
る
」

kp

、mYV
E。

イ
オ
ス
が

『
カ
ツ
リ
ス
ト

|
』

「交
尾
す
る
」

主
一向。
h
h
で
の
意
味
で
。
ア
ル
カ

の
中
で
人
聞
に
つ
い
て
〔
用
い
て
い
る
〕
》
。

〈出
典
〉

『反
ア

ッ
テ
ィ
カ
主
義
辞
典
』。

【注
】

一
般
の
神
話
で
は
、

カ
ッ
リ
ス
ト
ー
は
処
女
神
ア
ル
テ
ミ
ス
の
従
者
で



あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ゼ
ウ
ス
に
愛
さ
れ
て
身
ご
も
っ
た
た
め
、
ア
ル
テ

ミ
ス
は
怒
っ
て
カ
ッ
リ
ス
ト
ー
を
熊
に
変
じ
た
と
さ
れ
る
。
従
っ
て
こ
の
断
片

の
よ
う
な
表
現
が
用
い
ら
れ
て
も
不
自
然
で
は
な
い
。

『
悲
喜
劇
』

町
内

O
冨
O
H
h
v
O寸
市
〉
吋

P
H
P
H
KF

(一)

同
名
の
劇
を
デ
ィ

l
ノ
ロ
コ
ス
と
ア
ナ
ク
サ
ン
ド
リ
デ

l
ス
が
書
い
て
い
る
。

ロ
ー
マ

の
喜
劇
詩
人
プ
ラ
ウ
ト
ウ
ス
は
自
分
の
作
品
を
守
山
色

g
g
oa-白
ど

呼
ん
だ
(
『
ア
ム
ピ
卜
リ
ュ
オ
|
ン
』
前
口
上
五
九
)
。
内
容
は
わ
か
ら
な
い
が
、

都
市
で
行
わ
れ
る
祭
が
舞
台
ど
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

ギリシア喜劇断片

一
九

わ
た
く
し
は
田
舎
か
ら
チ
ー
ズ
を
携
え
て

十
二
神
の
祭
礼
に
や
っ
て
参
り
ま
し
た
。

ガ
ル
ガ
ラ

大
勢
の
人
聞
が
輪
に
な
っ
て
い
る
の
が
高
み
か
ら
見
え
ま
す
。
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〈出
典
〉

マ
ク

ロ
ヒ
ウ
ス

『サ
l
ト
ゥ
ル
ナ
|
リ
ア
』
五

・
二

0
・
一
一
「
カ

ル
ガ
ラ
の

R
官
日
(
ウ

ェ
ル
ギ
リ
ウ
ス

『農
耕
詩
』

一・

一
O
一二
)
が
莫
大

な
穀
類
の
宝
庫
で
あ
っ
た
こ
ど
か
ら
、
何
か
あ
る
も
の
が
大
変
な
量
で
あ
る
こ

と
を
表
現
す
る
ど
き
に
大
き
な
数
字
の
代
わ
り
に
ガ
ル
ガ
ラ
と
い
っ
た
の
で
あ

る
。
そ
の
証
人
は
ア
ル
カ
イ
オ
ス
で
、
彼
は

『悲
喜
劇
』
の
中
で
次
の
よ
う
に

い
っ
て
い
る
。

【本
断
片
】。
ご
覧
の
ど
お
り
、
彼
は
明
ら
か
に
ガ
ル
ガ
ラ
ど

い
う
語
を
量
の
代
わ
り
に
用
い
て
い
る
し
、
ア
リ
ス
ト
メ
ネ
|
ス
も

『
さ
ま
ざ

ま
な
話
』
(
断
片
こ
の
中
で
同
様
に
用
い
て
い
る
」
。

【注
】
本
断
片
は
、
一
行
目
「
チ
ー
ズ
」
、
二
行
目

「十
二
神
」
と
訳
し
た
部

分
が
壊
れ
て
い
る
ら
し
〈
解
読
不
能
な
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
へ
ル
マ
ン
お
よ
び

コ

ッ
ク
の
校
訂
に
し
た
が
っ
て
訳
し
た
。
他
の
試
み
も
あ
る
が
一
々
あ
げ
な
い
。

ガ
ル
ガ
ラ
は
す
で
に

『
イ
l
リ
ア
ス
』
八

・
四
八
で
ガ
ル
ガ

ロ
ン
(
も
し
く

は
ガ
ル
ガ
ロ
ス
)
の
形
で
現
れ
る
が
、
そ
こ
で
は
小
ア
ジ
ア
の
イ

l
ダ
山
脈
の

尾
根
の
頂
点
(
今
日
の
∞
与
白

巴血肉
)
を
指
す
。
こ
れ
が
後
に
は
岡
山
脈
の
麓

の
ア
イ
オ
リ
ス
系
の
都
市
ガ
ル
ガ
ラ
に
名
を
与
え
た
と
い
わ
れ
る
(
ス
卜
ラ
ボ

ー
ン

『地
誌
』

一
三

・
五
八
四
)
。
た
だ
し
、
大
量
、
多
数
を
意
味
す
る
普
通

名
詞
の
ガ
ル
ガ
ラ
が
地
名
の
ガ
ル
ガ
ラ
か
ら
来
た
と
す
る
マ
ク

ロ
|
ビ
ウ
ス
の

語
源
解
釈
は
牽
強
付
会
の
説
で
あ
ろ
う
。
白
一
三
え

を
意
味
す
る
こ
の
語
の
使

用
は
専
ら
喜
劇
詩
人
に
限
ら
れ
て
い
る
。
類
似
の
語
は
バ
ル
ト
語
派
に
よ
く
見

ら
れ
る
と
い
う
(
の
『g
E
E宮
内
-
U
N
R
H
N
0
3
3
s.ミ
h

与
さ
ミ
。

h
s
s
h同町

E

e
s
h
SN
h可
町

SNhm-
匂

-N
HH
)
。

O 

彼
は
口
に
真
鍛
を
か
ぶ
せ

喉
を

〔
膨
ら
ま
せ

て
〕
笛
を
吹
い
て
い
た

〈出
血
(〉

ポ
l
テ
ィ
オ
ス

E

一
七
九
四
「
真
鍛
を
か
ぶ
せ
た
口
。
笛
の
吹
き

手
の
口
を
い
う
。
轡
を
着
け
る
た
め
で
あ
る
。
ア
ル
カ
イ
オ
ス
が

『悲
喜
劇
』

で

【本
断
片
】
ど」。

エ
ピ
カ
ル

コ
ス

Z
ーだ
Q
H
N
。叶

ど
い
う
形
容
詞
に
つ
い
て
、
へ

l
シ
ユ

キ
オ
ス
も
同
様
の

こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

一
応
真
鍛
を
か
ぶ
せ
た
と
訳
し
て
お

い
た
い
か
、
笛
の
吹
き
手
は
音
の
調
整
の
た
め
に
口
に
革
製
の
轡
の
よ
う
な
も
の

【注
】
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を
は
め
た
ら
し
い
。
こ
の
道
具
に
補
強
の
た
め
も
あ
っ
て
真
鍛
か
銅
な
ど
の
装

飾
が
施
さ
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
原
語
の

エ
ピ
カ
ル

コ
ス
は

「鋼
、
真
鍛
、

青
銅
な
ど
を
か
ぶ
せ
た
」
と
い
う
の
が
本
来
の
意
味
で
、
楯
な
ど
の
形
容
に
使

わ
れ
る
が
、
そ
れ
が
装
飾
だ
け
で
な
く
補
強
の
た
め
で
あ
る
こ
と
を
思
え
ば
、

こ
こ
で
は
あ
る
い
は
「
鍛
え
た
」
口
ど
喉
ど
い
う
ほ
ど
の
意
味
か
も
し
れ
な
い
。

「喉
」
(
レ
|
キ

ュ
ト
ス
)
に
つ
い
て
は
、
プ
ラ
卜
1

ン
『
少
ヒ
ッ
ピ
ア
ー

ス
』
三
六
八

C
へ
の
古
注
に

「喉
元
ど
頚
〔
の
付
け
根
〕
の
中
聞
の
、
声
を
発

す
る
部
分
も
レ

l
キ
ュ

ト
ス
と
い
う
」
ど
あ
っ
、
ク
レ
ア
ル

コ
ス
の
断
片
一

O

九
W
が
引
か
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
マ
イ
ネ
|
ケ
は
、
こ
の
箇
所
の
近
く

に
レ
|
キ
ュ
ト
ス
に
か
か
る
、
例
え
ば
、「
膨
れ
た
」
と
い
っ
た
形
容
詞
が
あ

っ
た
も
の
と
推
測
し
て
い
る
。

《
リ
ュ
シ
ア
ー
ス
は
「
大
食
い
の
三
段
撰
船
」
ど
い
い
(
断
片
一

O
三
S
)
、

ピ
リ
ス
ト
ス
は
「
大
食
い
の
五
十
擢
船
」
と
い
う
(
五
五
六

F
六
八

h
)
。
「
値

引
き
を
し
な
い
」
と
か
「
出
費
の
か
さ
む
」
船
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
ホ
メ

1

ロ
ス
に
よ
れ
ば

「
日
頃
腹
一
杯
食
っ
て
い
る
」
(

『
イ
l
リ
ア
ス
』
五

・
二

O
三
)
、
成
長
し
た
競
争
馬
か
ら
の
転
化
で
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
し
い
。

ア
ル
カ
イ
オ
ス
は

『悲
喜
劇
』
の
中
で
、
油
を
た
く
さ
ん
食
う
ラ
ン
プ
を
「
大

食
い
の
」
と
形
容
し
て
い
る
》。

〈出
典
〉

ハ
ル
ポ
ク
ラ
テ
ィ
オ
|
ン一

0
・
二。

〔注
】
リ
ュ
シ
ア

l
ス
は
前
五
世
紀
ア
テ
|
ナ
イ
の
弁
論
家
、
ピ
リ
ス
ト
ス
は

五

1
四
世
紀
の
歴
史
家
。
「
油
を
た
く
さ
ん
食
う
」
と
し
た
箇
所
は
ア
リ
ス
ト

パ
ネ
|
ス

『雲
一』

五
七
の
、

「飲
兵
衛
の
ラ
ン
プ
」
か
ら
ど
っ
た
も
の
で
、

れ
ま
た
比
喰
的
表
現
で
あ
る
。

『パ

ラ
イ
ス
ト
ラ
|
』

ロ
〉
〉
〉
H
M
刊
叶
，H
M

〉

プ
ラ
ウ
ト
ウ
ス
の

『綱
曳
き
』
ど
ル
1

キ
ア
|
ノ
ス
の
『
ル
|
キ
オ
ス
あ
る

い
は
瞳
馬
』
で
は
、
パ
ラ
イ
ス
ト
ラ
ー
は
遊
女
の
名
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の

劇
で
題
名
が
遊
女
の
名
で
あ
る
か
、
そ
の
普
通
名
詞
の
意
味
で
あ
る
格
闘
場
で

あ
る
か
は
わ
か
ら
位
い
。

『格
闘
場
』
と
い
う
題
名
も

『粉
碩
場
』
ど
か

『風

目
屋
』
な
ど
と
い
う
題
名
が
知
ら
れ
て
い
る
の
で
不
自
然
な
こ
と
は
な
い
。
だ

が
、
断
片
二
三
な
ど
か
ら
、
遊
女
ら
し
き
も
の
が
登
場
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

し
、
断
片
二
二
の
話
し
手
は
奴
隷
女
の
よ
う
に
思
わ
れ
、
二
四
、
二
五
で
は
食

べ
物
へ
の
言
及
が
あ
る
な
ど
、
い
ず
れ
に
せ
よ
風
俗
喜
劇
的
な
内
容
の
も
の
で

あ
っ
た
ら
し
い
。

ご
主
人
が
お
い
で
で
す
か
ら
。
私
が
ち
ょ
っ
と
文
句
で
も
言
お
う
も
の
な
ら
、

あ
な
た
に
話
し
た
こ
と
の
た
め
に
、
わ
た
し
は
鼠
の
子
よ
り
も
:
:
:

〈出
血
(〉

ア
テ
|
ナ
イ
オ
ス
九

・
三
九
六

C
「
ア
ル
カ
イ
オ
ス
が

ト
ラ
|
』
で

【本
断
片
】
ど
」。

『パ

ラ
イ
ス

【注
】
鼠
を
豚
に
校
訂
す
る
説
も
あ
る
。
マ
イ
ネ
l
ケ
は
「
ひ
ど
い
目
に
遭
う

で
し
ょ
う
」
と
い
っ
た
言
葉
が
続
い
て
い
た
と
考
え
る
。



一
一

彼
女
は
〔
そ
の
女
に
〕
香
油
を
塗
っ
て
か
ら
、
自
分
の
代
わ
り
に
こ
っ
そ
り

〔
男
ど
〕

一
緒
に
閉
じ
込
め
た
。

〈出
血
(〉

ア
テ

l
ナ
イ
オ
ス

一
五

・
六
九

一
B
「
そ
の
よ
う
む
香
油
を
塗
る
こ

と
(
ク
リ
l
サ
ス
タ
イ
)
を
ア
ル
カ
イ
オ
ス
は

『パ
ラ
イ
ス
ト
ラ

l
』
の
中
で

次
の
よ
う
に
ミ
ュ
リ
サ
ス
タ
イ
ど
い
っ
て
い
る
。

【本
断
片
】」
。

【注
】
マ
イ
ネ
|
ケ
は
二
行
目
を
「

一
緒
に
寝
か
せ
た
」
と
校
訂
し
、
自
分
の

代
わ
り
に
別
の
女
を
男
客
に
あ
て
が
お
う
と
し
た
遊
女
の

こ
と
、
ど
考
え
る
。

こ
こ
で
の
香
油
の
使
用
法
に
関
し
て
参
考
に
な
る
例
は
、
ア
リ
ス
ト
パ
ネ
|
ス

『女
の
議
会
』
五
二
四

1
二
六
、
妻
の
不
倫
を
疑
う
夫
プ
レ
ピ
ュ

ロ
ス
ど
プ
ラ

|
ク
サ
ゴ
ラ

l
の
会
話
に
み
ら
れ
る
。
「
プ
ラ
|
ク
サ
ゴ
ラ
|

一
わ
た
し
の
頭

か
ら
香
油
の
薫
り
が
す
る
の
な
ら
ね
。
ブ
レ

ピ
ュ
ロ
ス
一
な
に
?
女
は
香
油

を
つ
け
て
い
な
い
と
あ
れ
を
や
ら
せ
ん
と
い
う
の
か
?
プ
ラ

l
ク
サ
ゴ
ラ

|

一
わ
た
し
は
さ
せ
な
い
わ
、
お
気
の
毒
さ
ま
」

。
同

『女
の
平
和
』
九
三
八

以
下
か
ら
も
、
房
事
に
際
し
て
香
油
を
用
い
る
こ
と
、
ま
た
そ
れ
に
適
合
す
る

香
油
が
あ
っ
た
『

」
と
が
窺
え
る
。

ギリ シア喜劇断片

四

す
で
に
土
鍋
に

一
杯
の
キ
ャ
ベ
ツ
を
煮
て
い
た
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〈出
血
(〉

ア
テ

l
ナ
イ
オ
ス
九

・
三
七

O
F
。

五

《
「
肝
」
と
い
う
言
葉
は
ア
リ
ス
ト
パ
ネ
|
ス
が

『揚
げ
物
屋
』
(
断
片
五
二

0

・
四
)
で
、
ア
ル
カ
イ
オ
ス
が

『パ
ラ
イ
ス
卜
ラ
|
』
で、

エ
ウ
ブ

1
ロ
ス
が

『デ
ウ
カ
リ
オ
1
ン
』
(
断
片
二
三
)
で
用
い
て
い
る
》
。

〈出
典
〉
ア
テ
|
ナ
イ
オ
ス

一
O
七
F
。

【注
】
「
肝
」
ど
し
た
も
UHEgtは
す
h

さ
「
肝
臓
」
の
縮
小
辞
。
食
用
ど

し

て
の
そ
れ
で
あ
る
こ
と
は
ア
テ
|
ナ
イ
オ
ス
や
ア
リ
ス
ト
パ
ネ
|
ス
の
文
脈
か

ら
明
ら
か
で
あ
る
。

=司

ノf

、ノ

ノぐ

二L

色=

口
kF
N
H
O
KF
出

ア
リ
ス
ト
パ
ネ
|
ス

『福
の
神
』
の
古
伝
梗
概
か
ら

三
八
八
年
に
上
演
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

パ
ー
シ
パ

エ

|
は
周
知
の
ど
お
り
ク
レ
タ
王
ミ
l
ノ
l
ス
の
妻
で
牡
牛
を
愛

し
、
牛
と
人
の
合
い
の
子
ミ
|
ノ
l
タ
ウ

ロ
ス
を
生
ん
だ
。
パ
l
シ
パ

エ
ー
に

は
魔
法
の
力
が
あ
り
、
ミ

l
ノ
|
ス
が
他
の
女
と
交
わ
る
と
そ
の
胎
内
に
毒
虫

を
発
射
し
、
そ
の
た
め
に
女
が
死
ん
だ
、
と
い
う
話
も
残
っ
て
い
る
(
ア
ポ
ツ

ロ
卜

l
ロ
ス

『ギ
リ
シ
ア
神
話
』
三

・
一
五

・
二
。
同
名
の
劇
は
悲
劇
喜
劇

を
通
じ
他
に
知
ら
れ
て
い
な
い

。
や
は
り
伝
説
を
も
じ
っ
た
バ

ー
レ
ス
ク
で
あ

ろ
う
。

『福
の
神
』
ど
同
じ
前
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--L. 

/¥ 

で
は
、
彼
(
女
)
い
か
町
に
住
ん
で
こ
れ
か
ら
は
品
よ
く
な
る
よ
う
:

〈出
典
〉

『ギ
リ
シ
ア
文
献
集
』。

七

牛
品
主
人

ゼ
ウ
ス
に
か
け
て
家
に
あ
る
他
の
什
器
類
を

〈出
血
(
〉
ポ
ル
ッ
ク
ス
一

0
・
一
一
「
(
エ
ピ
プ
ラ
安
一
S
H
Q

〔
道
具
、
食
器
な

ど
〕
に
つ
い
て
)

こ
れ
を
オ
イ
ケ
|
テ

l
リ
ア
・
ス
ケ
ウ
エ

1
0
k
qベM
V
E
Q

g
h
S
と
も
い

う
・
:
:
詩
人
ア
ル
カ
イ
オ
ス
が

で
ハ
l
シ
パ
エ
1

』
で

【本

断
片
】
ど
い
っ
て
い
る
か
ら
」
。

【注
】
什
器
類
と
訳
し
た
ス
ケ
ウ
ア
リ
ア
は
ス
ケ
ウ

エ

!
の
縮
小
辞
(
と
も
に

複
数
形
)
。

/¥ 

ミ
ー
ノ

l
ス
の
妻
を
?

い
や
、
転
げ
回
っ
て
己
の
身
を
嘆
く
が
い
い

〈出
典

v
F
R
冨

g
印・「

hの
あ
る
宮

E
i
o
q
〔
主
格
〕
や
宮
刊
で

ehぬ
で
は

〔呂

E
e
q
か
ら
の
〕
派
生
語
で
あ
り
、
変
わ
っ
た
島
名

冨

p
e
E
も
こ
れ
ど

同
じ
終
わ
り
方
を
す
る
。
〔
「ミ

l
ノ
1
ス
の
」
と
い
う
意
味
の
〕
形
容
詞
だ

か
ら
で
あ
る
。

α
の
短
音
化
の
た
め
に
ア
ン
テ
ィ
パ
エ
ヌ
ル
テ
ィ
マ
(
後
ろ

か
ら
三
つ
目
の
音
節
)
に
鋭
ア
ク
セ
ン
ト
が
お
か
れ
る
べ
き
こ
と
は
強
調
し
て

お
く
必
要
が
あ
る
。
例
は
、
エ
ウ
ポ
リ
ス
の

『徴
兵
思
避
者
』
(
断
片
三
八
)

:
ア
ル
カ
イ
オ
ス
の

『パ
l
シ
パ

エ

|
』

【
本
断
片
】
。
こ
の
よ
う
な
短
音

化
に
は
ア
ン
テ
ィ
パ
エ
ヌ
ル
テ
ィ
マ
に
鋭
ア
ク
セ
ン
ト
を
置
く
こ
と
が
付
随
す

る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
」
。

【注
}
「
転
げ
回

っ
て
」
の
部
分
は
一
応

コ
ッ
ク
の
校
訂
に
従
っ
て
訳
し
て
あ

る
が
、
文
章
が
不
完
全
な
の
で
確
た
る
こ
と
は
い
え
な
い
。
ま
た
「
妻
」
と
し

た
の
は
パ
|
シ
パ
エ
ー
が
ミ
|
ノ
|
ス
の
妻
だ
か
ら
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
形
容

詞
(
な
い
し
そ
の
名
詞
へ
の
転
化
)
の
一
語
だ
け
な
の
で
断
定
は
し
が
た
い
。

な
お
、
出
典
中
の
島
名
ミ

l
ノ
l
ア
は
メ
ガ
ラ
の
外
港
ニ
|
サ
イ
ア
に
近
い
島

の
名
で
あ
る
が
、
ミ
ー
ノ
l
ス
が

エ
ー
ゲ
海
域
に
勢
力
を
ふ
る
っ
た
ど
い
う
伝

説
を
反
映
し
て
い
る
。

二
九

《
サ
ル
ド
1
q
Qも門司む
・
『
パ

l
シ
パ
エ
|
』
で
は
ス
プ
ラ
1
ギ
|
ス

q
Sも
Q
Uふ
叫

が
サ
ル
デ
イ
オ
ン

q
h
r
h
U
9
0
で

と

呼

ば

れ

て

い

る

は

ん

こ

の

意
味
〕
》
。

〔ど
も
に
印
章
、

〈出
血
(
〉

へ
|
シ
ュ
キ
オ
ス

σ
二

O
六
。
著
者
名
は
省
か
れ
て
い
る
が
他
に

同
名
の
劇
を
書
い
た
も
の
が
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
た
ぶ
ん
ア
ル
カ
イ
オ
ス

の
作
品
で
あ
ろ
う
。



作
品
名
不
詳
断
片

円ロ
n
m
ユい釦

O 

私
は
多
足
の
生
き
物
(
蛸
)

の
よ
う
に
わ
が
身
を
食
っ
て
い
る

〈
出
典
〉
ア
テ
|
ナ
イ
オ
ス
七
・
三
一

六
C
。

【注
】
ア
リ
ス
ト
パ
ネ
|
ス
『
蜂
』
二
八
六
以
下
に
「
そ
の
よ
う
に
わ
が
身
を

食
っ
て
、
旋
毛
を
曲
げ
る
の
は
お
や
め
な
さ
い
」
ど
あ
る
よ
う
に
、

「唇
を
噛

む
」
と
か

「
わ
が
身
を
食
う
」
は
内
向
し
た
怒
り
の
表
現
で
あ
る
。

ギリシア喜劇断片

《
ビ
ア
サ
イ

h
p
h
r
q
s
。
ビ
ア
サ
ス
タ
イ

K
V
Q
q
r
a
E
の
代
わ
り
。

イ
オ
ス
が
〔
能
動
形
を
使
っ
て
〕

「彼
は
私
の
妻
に
暴
行
し
た
」
ど。》

ア
ル
カ

〈出
血
(
〉

『
反
ア
ッ

テ
ィ
カ
主
義
辞
典
』
八
六

。

【注
】
ビ

ア
サ
イ
と
ビ
ア
サ
ス
タ
イ
は
そ
れ
ぞ
れ

「強
制
す
る
」

「暴
行
す
る
」

の
意
味
の
動
調
ビ
ア
ゾ

l
p
x
-
e
の
ア
オ
リ
ス
ト
能
動
形
不
定
法
と
中
動
形

不
定
法
〕
。
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一一一一

《
ア
ル

カ
イ
オ
ス
に
は
か
言
ふ

〔
女
(
妻
)

よ
〕
ど
い
う
表
現
も
あ
る
》。

〈出
血(
〉

『
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
ホ
メ

l
ロ
ス
語
金
分
析
』。

3
5
(女、

あ
る
と
い
う
こ
と
。

。

ヲ匂

【注
】

妻
)
の
呼
格
は

志、

Eh
だ
が
、
主
格
と
同
形
の
場
合
も

も
っ
と
も
、
主
格
を
呼
格
の
代
用
と
す
る
例
は
他
に
も
あ

一一一一

《
キ
ュ
ナ
リ
オ
ン
さ
迫
。
も
h
O
で
〔
RFMで
「
犬
」
の
縮
小
辞
は
〕

ン
民
S
N
P
O
で
た
け
で
な
い
。
ア
ル
カ
イ
オ
ス
が
喜
劇
で
》
。

キ
ュ
ニ
デ
ィ
オ

存

疑

ロロ一
us

四

彼
(
女
)

は
あ
な
た
を
欺
い
て
い
る

〈
出
血
(
〉
ア
リ
ス
ト
パ
ネ
|
ス

『鳥
』
一
六
四
八
へ
の
古
注
(
テ
ィ
ア
パ
ッ
レ

ス
タ
イ

pnも
と
》

h
a
E
と
い
う
動
詞
に
つ
い
て
)
「ホ
メ
|
ロ

ス
の
パ
ラ
プ

レ
1

デ
ン
・
ア
コ
レ
ウ
オ
|
ン
忠
告
QK
凶
片
言
君
、
E
R
F
Mで
と
い
う
句
も
こ

れ
に
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
ア
ル
カ
イ
オ
ス
の

【本
断
片
}
も」
。



70 

【
注
】
「
欺
い
て
い
る
」
ど
し
た
の
は

パ
ラ
パ
ツ
レ
タ
イ

尚ぬも
h

色

E
L・
2
E

で
、
基
本
動
詞
で
あ
る
パ
ッ
ロ

l
h凶
E-he
の
意
味
は
「
投
げ
る
」
。
ホ
メ
|

ロ
ス
の
パ
ラ
プ
レ

l
デ
ン
伝
る
副
詞
は
最
新
の
注
釈
書
(
同
町
w
w
M
3
言
』
1
p
hN
h
N

G

円
む
き
さ

see-〈
o---u・ωωω

〔h
m
g耳
E
m
m
E
∞ω
〕
)
で
「
校
滑
に
、
抜
固

な
く
」
ど
解
さ
れ
て
い
る
が
、
「
挑
発
す
る
よ
う
に
」
ど
と
る
解
釈
も
あ
り

(F
S
?
吋

E
b
s
h凡
夫

h
o
S町
六

〈

O

一-H
C
ω
ち
〔

F
S
Eロ
H
U
C
C
〕
)
、
古

来
議
論
の
種
ど
な
っ
て
き
た
語
棄
で
あ
る
。
カ

l
ク
の
解
釈
は
パ
ラ
パ
ッ
レ
タ

イ
が
「
欺
く
」
を
意
味
す
る
へ
1

ロ
ド
ト
ス
、
ト
ゥ
|
キ
ュ

l
デ
イ
デ

l
ス
を

裏
付
け
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
こ
の
動
詞
が
人
を
挑
発
す
る
の
意
味
で
用
い

た
用
例
は
辞
書
に
見
つ
か
ら
な
い
。
こ
の
箇
所
は
拝
情
詩
人
ア
ル
カ
イ
オ
ス
の

断
片
四
四
五
に
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
恐
ら
く
喜
劇
詩
人
の
作
品
か
ら
と
さ

れ
る
。

五

《
ク
ナ
ポ
ス

E
h
rも
o
q

〔
杭
櫛
〕。

コ
l
N
C
か
ら
カ
プ
ト

l
N
h
r尚
一ベ
e
が
生

じ
る
よ
う
に
、
ク
ノ
ー
さ

b
「
掻
く
、
削
る
」
か
ら
ク
ナ
プ
ト
|
誌
で
守
口
、

e

「
杭
く
」
が
生
じ
る
。
動
詞
派
生
名
詞
が
ク
ナ
ポ
ス
。
真
新
し
い
(
?
)
布
の

表
面
を
掻
い
て
加
工
す
る
の
に
用
い
る
、
刺
の
多
い
植
物
〔
蔚
〕
を
指
す
。
ァ

ル
カ
イ
オ
ス
が
、
「
大
き
な
杭
櫛
の
回
り
を
ぐ
る
り
と
一
回
転
し
な
い
よ
う
」

と》。〈
出
典
〉

『
真
正
語
源
辞
典
』
。

【
注
】
こ
の
箇
所
も
拝
情
詩
人
ア
ル
カ
イ
オ
ス

の
断
片
三
八
九
に
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。
コ
!
と
カ
プ
ト

l
は
カ
オ
ス
U

円。。
q

「
空
虚
」
ど
関
連
す
る
と
い
わ
れ

る
が
不
明
。
ア
ル
カ
イ
オ
ス
か
ら
の
引
用
箇
所
は
意
味
が
と
り
に
く
い
。
ク
ナ

ポ
ス
は
杭
櫛
に
似
た
形
態
の
拷
問
用
器
具
、
な
い
し
処
刑
具
を
指
す
こ
と
も
あ

る
の
で
、
こ
こ
は
そ
の
意
味
に
関
連
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

ー-"-ー・
/¥ 

《(シ

キ
ュ
オ
ス

q
E忘
叶
〔
胡
瓜
〕
に
つ
い
て
)
ア
ッ
テ
ィ
カ
方
言
で
は
常
に

三
音
節
で
あ
る
が
、
ア
ル
カ
イ
オ
ス
は
シ
キ
ュ

l
ス
Q

凶
器
々
と
い
う
主
格
形

か
ら

「
胡
瓜

(S
弘
伝
言
複
数
属
格
)
を
か
じ
る
」
と
い
う
。
ス
タ
キ
ュ

|
ス

q
芯
N
ミ

〔
穀
物
の
穂
〕
の
属
格
か
ス
タ

キ
ュ
オ
ス
ミ
h
F
H
S
A
つ
で
あ
る
よ
う

に》。〈
出
典
〉
ア
テ

l
ナ
イ
オ
ス
三
・
七
三

E
。

【注
】
本
断
片
は
汗
情
詩
人
ア
ル
カ
イ
オ
ス
の
断
片
四
四
六
に
挙
げ
ら
れ
て
い

る。

q
h
E」
々
か
ら
の
複
数
属
格
な
ら

3
5
h
U
E
と
な
っ
て
ア
ク
セ
ン
ト
が
異

な
る
。
第
二
変
化
名
詞
と
第
三
変
化
名
詞
の
混
同
の
例
で
あ
る
。

七

《
ア
ラ
ゾ

l
ン

hhx-et
「
無
宿
者
」
。
放
浪
者
の
こ
ど
。

用
例
が
あ
る
》
。

ア
ル
カ
イ
オ
ス
に

〈
出
血
(
〉

『ス

l
ダ
辞
典
』

α
一
O
五
八
。



【
注
】
持
情
詩
人
ア
ル
カ
イ
オ
ス

で
は
断
片
四

O
三
A
。

「ほ
ら
吹
き
」
の
意
。

ア
ラ
ゾ
ー
ン
は
通
例

/¥ 

(一)

《(『オ
デ
ユ
ツ
セ
イ
ア
』
七
・
一

O
四
の
メ
|
ロ
パ
℃
主

Vos--
〔
林
檎
の
よ
う

に
見
え
る
〕
と
い
う
語
に
つ
い
て
)
ホ
メ
ロ
ス
以
後
の
詩
人
の
中
に
は
、
メ
ー

ロ
ン
h
h
L
E
t

〔
林
檎
〕
を
ド

l
リ
ス
方
言
に
し
て
マ

l
ロ
ン
ミ
念
。
宅
と
し
た

り
、
オ
ア
シ
ス
ぴ
A
r
q
を
エ
イ
ド
ス
向
h
E
q

〔
こ
の
場
合
と
も
に
「
外
見
」
の

意
〕
に
代
え
た
り
し
て
、
措
辞
に
変
更
を
加
え
た
者
が
い
る
。
喜
劇
詩
人
ア
ル

カ
イ
オ
ス
が
そ
の
一
人
で
、
彼
は
あ
る
男
を
榔
撒
し
、
頬
に
紅
を
さ
し
て
め
か

し
こ

ん
で
い
る
と
い
う
理
由
で
、

エ
イ
ド
マ

1
リ
デ

l
ス

t
E
E
Q忠
門
司
君
・
と

形
容
し
た
が
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
恥
じ
て
顔
を
赤
く
す
る
こ
と
を
喜
劇
的
に
表

現
し
た
も
の
で
あ
る
》
。

ギリシア喜劇断片

〈出
血
(
〉

『オ
デ
ユ
ツ
セ
イ
ア
注
解
』

一
五
七
一
・
四

エ
ウ
ス
タ
|
テ
ィ
オ
ス
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【注
】
メ

l
ロ
ン
は
林
檎
を
指
し
、
と
き
に
人
聞
の
頬
を
意
味
す
る
こ
と
も
あ

る
。
メ

l
ロ
パ
は
メ
|
ロ
プ
ス
ミ
も
し

Z
J干
の
対
格
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
メ
|
ロ

ン
ど
オ
ア
シ
ス
の
語
根
ど
の
複
合
形
容
詞
で
あ
り、

『
オ
デ
ユ
ツ
セ
イ
ア
』
の

該
等
部
分
で
は
穀
物
を
形
容
す
る
語
と
し
て
、
「
林
檎
の
色
の
」
す
な
わ
ち

「
黄
色
の
」
の
意
味
に
解
さ
れ
て
い
る
。
他
方
、
ア
ル
カ
イ
オ
ス
が
用
い
た
と

さ
れ
る
エ
イ
ド
マ

l
リ
デ
|
ス
ど
い
う
語
は
頬
の
赤
ら
ん
だ
色
に
関
連
す
る
ら

し
い
が
、
ス
ウ
ェ
ー
ト
ニ
ウ
ス

『悪
口
雑
言
集
』
六
三
で
は
こ
の
語
を
、
「
身

を
持
ち
崩
し
男
色
を
売
る
男
」
に
対
す
る
罵
声
で
あ
る
と
し
、
そ
の
理
由
を

「
〔
頬
紅
を
用
い
て
〕
頬
を
美
し
く
染
め
る
こ
と
か
ら
」
と
説
明
し
て
い
る
。

こ
の
点
へ

l
シ
ュ
キ
オ

ス
4

二
二
五
に
、
イ
ド
マ

l
リ
ダ
イ
志
。
h
h
Q
h
g
R

と
い
う
語
を
「
顔
に
化
粧
す
る
男
た
ち
」
の
意
と
し
て
い
る
の
と
軌
を
一
に
す

ヲ

9
0

九

《取
っ
手
が
一
つ
の
酒
杯
に
コ
テ
ュ
ロ
ス
芯

gH。q
と
い
う
も
の
が
あ
り
、

こ
れ
に

つ
い
て
は
ア
ル
カ
イ
オ
ス
も
言
及
し
て
い
る
》
。

〈
出
典
〉
ア
テ

l
ナ
イ
オ
ス
一
一

・
四
七
八

B
。

{
注
】
ア
テ

l
ナ
イ
オ
ス
第
一
一
巻
は
専
ら
杯
の
各
種
名
を
ほ
ぼ
ア
ル
フ

ァ
ベ

ッ
ト
順
に
並
べ
て
謹
蓄
を
傾
け
た
巻
と
な
っ
て
い
る
。
汗
情
詩
人
ア
ル
カ
イ
オ

ス
で
は
断
片
四
一
七
。

四
O 

《
メ
ト
レ
ー
サ
ィ

E
叶もも

q
E
〔
測
る
〕
。
ア
リ
ト
メ

l
サ
イ
弘
吉
舎
も

q
E
〔数

の
意
味
で
。
ア
ル
カ
イ
オ
ス
が
〔
使
用
し
て
い
る
〕》。

え
る
〕

〈
出
典
〉
ポ

l
テ
ィ
オ
ス
二
六
四
・

二
二
。
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ア
ル
ケ
|
ノ
|
ル

(
前
回
世
紀
)

〉
〉
阿
国

ZOHμ

レ
ー
ナ
イ
ア
祭
の
入
賞
者
を
記
し
た
刻
文
中
に
、
シ
ノ
ぺ

l
の
デ
ィ
オ
ニ
ユ

シ
オ
ス
の
四
つ
あ
と
、
メ
ナ
ン
ド

ロ
ス
の
一
二
つ
前
に
ア
ル
ケ

l
ノ
l
ル
の
名
が

挙
が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
僅
か
に
年
代
が
推
定
さ
れ
る
以
外
、
彼
に
つ
い
て
知

ら
れ
て
い
る
こ
と
は
む
く
、
ま
た
断
片
は
お
ろ
か
作
品
名
も
残
っ
て
い
な
い
。

ア
ル
キ
メ
ネ
|
ス

(
前
五
世
紀
?
)

〉
〉
関
口
角
関

Z
国
制

『
ス
|
ダ
辞
典
』

α
一
二
八
四
に
「
ア
ル
キ
メ
ネ

l
ス
。
メ
ガ
ラ
の
悲
劇

詩
人
。
ま
た
、
別
に
ア
テ
|
ナ
イ
の
喜
劇
詩
人
ア
ル
キ
メ
ネ
|
ス
も
い
る
」
と

あ
り
、
大
デ
ィ
オ

ニ
ュ
l
シ
ア
祭
の
喜
劇
入
賞
者
を
記
し
た
刻
文
中
の
欠
損
部

分
に
ア
ル
キ
メ
ネ
|
ス
の
名
を
推
定
し
よ
う
と
す
る
試
み
が
あ
る
。
や
は
り
、

断
片
、
作
品
名
と
も
に
伝
わ
ら
位
い
。

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス

(
前
二

1
一
世
紀
)

〉
〉
凹
m
k
p
z
h
V
M
M
O
N

前
二

1
一
世
紀
の
喜
劇
詩
人
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
に
つ
い
て
は
断
片
数
に
比

し
て
多
〈
の
証
言
が
残
っ
て
い
る
。
デ
ル
ポ
イ
関
係
の
刻
文
か
ら
、
彼
が
ア
リ

ス
ト
ー

ン
を
父
と
す
る
ア
テ

l
ナ
イ
の
喜
劇
詩
人
で
あ
り
、
紀
元
前
一

O
O年

前
後
、
一

O
六
/
五
年
ど
九
七
/
六
年
の
二
度
に
わ
た
っ
て
、
ア
テ

l
ナ
イ
か

ら
デ
ル
ポ
イ
に
派
遣
さ
れ
る
使
節
団
の
長
か
つ
演
劇
団
の
責
任
者
で
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
一

O
六
/
七
年
の
分
に
つ
い
て
は
、
使
節
団
員
の
一
人
に
悲
劇

詩
人
ア
リ
ス
ト
ー
ン
の
名
が
数
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
ア
レ
ク
サ
ン
ド

ロ
ス
の
父
と
す
る
説
が
あ
る
。
た
だ
し
、
父
の
名
が
別
の
刻
文
で
は
ア
リ
ス
テ

ィ
オ
|
ン
ど
な
っ
て
い
る
。

『
デ
ィ
オ

ニ
ュ
ー

ソ
ス
』

h
v
H
O
Z
J門
N
O
N

『デ
ィ
オ
ニ
ュ

l
ソ
ス
』
ど
い
う
題
名
の
喜
劇
を
書
い
た
詩
人
は
多
い
(
マ

グ
ネ
1

ス
、
エ
ウ
プ

l
ロ
ス
、
テ
ィ

l
モ
ク
レ
ー
ス
)
。
他
に

『船
に
乗
る

(
ナ
ウ
ア

l
ゴ
ス
)
テ
ィ
オ

ニ
ュ
ー
ソ
ス
』
(
ア
リ
ス
ト
パ
ネ

l
ス)、

『名
人

(
?
)
デ
ィ
オ

ニ
ュ
ー
ソ
ス
』
(
ア
リ
ス
ト
メ
ネ

l
ス)、

『デ
ィ
オ

ニ
ュ

l
ソ

ス
の
誕
生
』
(
ポ
リ
ュ
ゼ

l
ロ
ス
、
ア
ナ
ク
サ
ン
ド
リ
デ

l
ス
)
な
ど
の
題
名

が
知
ら
れ
て
お
り
、
ま
た

『舟
に
乗
る
者
(
ナ
ウ
ア

l
ゴ
ス
)
』
(
エ
ピ

ッ
ポ
ス
、

パ
ラ
モ
ノ
ス
)
も
、
あ
る
い
は
デ
ィ
オ

ニ
ュ
l
ソ
ス
を
指
し
た
も
の
か
も
し
れ

介
品
い
。A

、
ほ
ら
、
鏡
だ
。
こ
れ
を
何
に
使
う
の
か
ね
?

〈出
血
(
〉
ホ
メ
1

ロ
ス

『イ
l
リ
ア
ス
』

一
・一

一
一
六
へ
の
古
注

a
「
(
ク
レ

l
N忌

〔
1
ね
ば
な
ら
な
い
の
意
の
非
人
称
語
〕
に
つ
い
て
)
鋭
調
語
で
あ

っ
て
統
辞
上
重
ア
ク
セ
ン
ト
が
付
さ
れ
る
と
き
、
こ
の
語
は
「

1
ね
ば
な
ら
な

い
」
の
意
味
で
あ
る
。

・
・
曲
ア
ク
セ
ン
ト
が
付
さ
れ
る
の
は
ア
ッ
テ
ィ
カ
風

の
言
い
方
。
な
ぜ
な
ら
、
ク

ロ
ー
マ

イ
N
も
む
な

E
〔
使
用
す
る
〕
か
ら
派
生
す



る
第
二
の
語
〔
二
人
称
単
数
〕
は
、
共
通
語
で
は
イ
オ

ニ
ア
風
に
ク
ラ

l

u
s
k
h
で
あ
る
の
に
対
し
、
ア

ッ
テ
ィ
カ
方
言
で
は
ク
レ

l

Nも
や
だ
か
ら
で

あ
る
。
例
は
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
が
『
デ
ィ
オ
ニ
ュ
|
ソ
ス
』
の
中
で

【本

断
片
}
と」。

(一)

【注
】
断
片
の
後
半
は
ヘ
ル
マ
ン
の
校
訂
に
よ
る
。
だ
し
か
、

お
い
て
対
話
部
分
に
主
と
し
て
用
い
ら
れ
る
韻
律
(
イ
ア
ム
ボ
ス
・
卜
リ
メ
ト

ロ
ス
)
に
合
わ
せ
る
た
め
で
、
写
本
に
あ
る
語
順
で
も
他
の
韻
律
(
コ
!
リ
ア

ム
ポ
ス
)
に
は
合
う
。
意
味
上
の
違
い
は
な
い
。

ア
リ
ス
ト
パ
ネ
|
ス

『
テ
ス
モ
ポ
リ
ア
祭
の
女
た
ち
』

一
三
四
行
に
あ
る
、

「
こ
の
女
み
た
い
位
男
は
ど
こ
か
ら
来
た
。
国
は
ど
こ
だ
。
こ
の
衣
は
な
ん
だ
」

ど
い
う
台
詞
は
、
同
古
注
か
ら
ア
イ
ス
キ
ュ
ロ
ス
『

エ
|
ド
|
ノ
イ
』
(
散
逸
)

か
ら
の
引
用
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
『

エ
l
ド
l
ノ
イ
』
で
は
こ
れ
が
、
捕

え
ら
れ
た
デ
ィ
オ

ニ
ュ

l
ソ
ス
を
リ
ュ
ク
ー
ル
ゴ

ス
が
侮
辱
す
る
言
葉
と
な
っ

て
い
る
。

『
テ
ス
モ
ポ
リ
ア
祭
の
女
た
ち
』
の
以
下
の
部
分
は
男
の
よ
う
な
女

の
よ
う
な
ア
ガ
卜
l
ン
の
姿
を
難
詰
す
る
場
面
で
あ
る
が
、
『
エ

l
ド
l
ノ
イ
』

か
ら
の
影
響
は
数
行
に
及
ん
で
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

『
テ
ス
モ
ポ
リ
ア
祭
の

女
た
ち
』

一
四

O
行
に
は
「

一
体
全
体
、
鏡
と
剣
ど
何
の
関
係
が
あ
る
の
か
」

と
あ
り
、
鏡
と
剣
ど
は
そ
れ
ぞ
れ
女
ら
し
さ
と
男
ら
し
さ
の
象
徴
と
さ
れ
て
い

る
。
ア
レ
ク
サ
ン
ド

ロ
ス
の

『デ
ィ
オ
ニ
ュ
ー
ソ
ス
』
が
ど
の
よ
う
な
文
脈
に

属
す
る
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
女
性
的
な
姿
を
と
っ
た
神
が
本
断
片
に
何
ら

か
の
形
で
登
場
し
た
可
能
性
は
高
か
ろ
う
。
エ
ウ
リ

l
ピ
デ
ス

『
バ
ツ
カ
イ
』

三
五
三
行
で
も
、
ぺ
ン
テ
ウ
ス
は
デ

ィ
オ
ニ
ュ
ー
ソ
ス
を
「
女
の
よ
う
な
姿
を

し
た
よ
そ
者
」
ど
呼
ん
で
お
り
、
同
四
五
五
以
下
で
は
毛
髪
が
長
〈
色
白
で
あ

る
点
に
言
及
し
て
い
る
。

こ
の
校
訂
は
劇
に
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『
へ
レ
ネ

l
』

開
〉
凹

Z
国

へ
レ
ネ
ー
が
ト

ロ
イ
ア
戦
争
の
元
凶
と
な

っ
た
絶
世
の
美
女
で
あ
る
こ
と
は

い
う
ま
で
も
な
い
。
同
名
の
喜
劇
を
書
い
た
詩
人
に
ア
ナ
ク
サ
ン
ド
リ
デ

l
ス、

ア
レ
ク
シ
ス
が
お
り
、
ま
た
ア
レ
ク
シ
ス
は

『
へ
レ
ネ
|
の
誘
拐
』
『

へ
レ
ネ

の
結
婚
』
『

へ
レ
ネ

l
の
求
婚
者
た
ち
』
を
も
書
い
た
と
さ
れ
る
。
悲
劇
で
は

エ
ウ
リ

l
ピ
デ

l
ス
の

『
へ
レ
ネ

l
』
が
現
存
し
、
テ
オ
デ
ク
テ
|
ス
、
シ
ノ

ぺ
l
の
デ
ィ
オ
ゲ
ネ
|
ス
が
同
名
の
悲
劇
を
書
き
、
ま
た
、
ソ
ポ
ク
レ
ー
ス
ど

テ
ィ
|
メ
シ
テ
オ
ス
が

『
へ
レ
ネ
|
返
還
要
求
』
を
書
き
、
ソ
ポ
ク
レ
ー
ス
は

『
へ
レ
ネ
|
の
誘
拐
』
を
も
書
い
て
い
る
。
た
だ
し
こ
れ
ら
の
作
品
は
エ
ウ
リ

|
ピ
デ

l
ス
の
も
の
を
除
き
少
数
の
断
片
以
外
ほ
と
ん
ど
伝
わ
ら
な
い
。
ア
レ

ク
サ
ン
ド

ロ
ス
の

『
へ
レ
ネ
|
』
も
次
の
一
語
断
片
の
み
で
あ
る
。

《
エ
ウ
オ
ル
ケ
|
シ
ア
|
忠
告
主
否
両
Q

「誓

い
を
守
る
こ
と
」
。

ド
ロ
ス
が

『
へ
レ
ネ
|
』
で

〔使
用
〕》。

ア
レ
ク
サ
ン

〈出
典
〉

『反
ア

ッ
テ
ィ
カ
主
義
辞
典
』。
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『呑
み
く
ら
べ

(
酒
宴
)
』

ロ
O
叶

O
N

わ
た
く
し
は
明
日
ま
で
に
笛
吹
き
女
を
調
達
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

配
膳
係
と
料
理
人
も
手
配
す
る
つ
も
り
で
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
主
人
が
私
を
田
舎
か
ら
お
遣
わ
し
に
な
り
・
.. 

〈出
典
〉
ア
テ

l
ナ
イ
オ
ス
四

・
一
七

O
E
「
卜
ラ
ぺ

l
ゾ
コ
モ
ス
〔
語
源
的

に
は
食
卓
の
世
話
人
〕
が
ト
ラ
ぺ

1
ゾ
ポ
イ
オ
ス
〔
同
じ
く
、
食
卓
を
調
え
る

人
〕
ど
同
じ
で
あ
る
か
ど
う
か
調
べ
る
必
要
が
あ
る
。
ど
い
う
の
は
、
ユ
パ
王

〔
二
世
〕
が
『
ギ
リ
シ
ア

・
ロ

l
マ
相
似
論
』
の
中
で
、

『呑
み
く
ら
べ

』
と

い
う
題
名
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド

ロ
ス
の
劇
か
ら
次
の
一
節
を
引
い
て
、
ト
ラ
ぺ

1

4

ソ
コ
モ
ス
と

ロ
ー

マ
人
の
い
う
ス
ト
ル
ク
ト
ル

2
2
2
2
は
同
一
で
あ
る
と

述
べ
て
い
る
の
だ
か
ら
。

【本
断
片
】
」
。

【注
】
断
片
中
で
「
配
膳
係
」
ど
訳
し
た
の
は
ト
ラ
ぺ

l
ゾ
ポ
イ
オ
ス
で
あ
り
、

一
見
、
ア
テ
|
ナ
イ
オ
ス
の
論
旨
が
わ
か
り
に
く
い
が
、
ア
テ

l
ナ
イ
オ
ス
は

出
典
引
用
部
分
の
直
前
で
マ
ゲ
イ

ロ
ス

「料
理
人
」
(
た
た
し
、
本
断
片
中
の

「
料
理
人
」
は
デ
|
ミ
ウ
ー
ル
ゴ
ス
の
訳
)
と
ト
ラ
ペ

l
ゾ
ポ
イ
オ
ス
は
役
割

が
異
な
っ
て
い
る
と
述
べ
て
お
り
、
ユ
バ
が
ト
ラ
ペ

l
ゾ
コ
モ
ス
ど
ラ
テ
ン
語

の
ス
ト
ル
ク
ト
ル
が
同
一
で
あ
る
証
拠
と
し
て
ト
ラ
ぺ

|
ゾ
ポ
イ
オ
ス
と
い
う

語
の
使
わ
れ
た

【本
断
片
】
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ユ
パ
は
ト
ラ
ぺ

1

ゾ
ポ
イ
オ
ス
ど
ト
ラ
ペ

l
ゾ
コ
モ

ス
が
同
一
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
ア
テ
|
ナ
イ
オ
ス
の
伝
承
で
こ
の
部
分
に
欠
損
が
あ
る
と
い

う
説
も
あ
る
が
、

こ
の
程
度
の
論
理
的
不
整
合
性
な
い
し
唆
昧
さ
は
そ
う
珍
し

い
こ
と
で
は
な
い
と
も
い
え
る
。
ラ
テ
ン
語
の
ス
ト
ル
ク
ト
ル
は
食
卓
で
料
理

を
並
べ
た
り
、
調
理
し
た
肉
を
切
り
分
け
た
り
す
る
役
の
奴
隷
を
意
味
す
る
。

ア
テ
|
ナ
イ
オ
ス
は
続
く
部
分
で
「
食
卓
の
世
話
や
そ
の
他
食
事
が
整
然
と
行

儀
よ
く
行
わ
れ
る
こ
と
(
エ
ウ
コ
ス
ミ
ア

l
)
に
配
慮
す
る
者
を
卜
ラ
ぺ

|
ゾ

ポ
イ
オ
ス
と
呼
ん
だ
」
と
い
っ
て
い
る
が
、
そ
の
ト
ラ
ぺ

l
ゾ
コ
モ
ス
ど
の
同

一
性
に
つ
い
て
は
こ
れ
以
上
触
れ
て
い
な
い
。

存

疑

ロロ一
uu

四

(プ

ロ
キ
ュ
テ

l
ス
さ

zrqqは
、
シ
マ
リ
ス
ト
ス
が

『同
意
語
辞
典
』
第

四
巻
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
酒
杯
の
一
種
。

:
:
:
ピ
リ

l
タ

l
ス
の

『不
規

則
語
裳
』
で
は
田
舎
の
人
聞
が
酒
を
呑
む
の
に
用
い
る
木
製
の
器
と
な
っ
て
い

る
。
ア
レ
ク
サ
ン
ド

ロ
ス
も

:
:
で

こ
れ
に
言
及
し
て
い
る
》。

〈出
典
〉
ア
テ
1

ナ
イ
オ
ス
一
一

・
四
九
六

C
。

【注
}
題
名
が
書
か
れ
て
い
た
部
分
は
壊
れ
て
い
て
、

『
ア
ン
テ
ィ
ゴ
ネ
|
』

『テ
ィ
ゴ
ニ
オ

ン
(
遊
女
の
名
ご
な
ど
を
推
測
す
る
説
が
あ
る
。

五

い
た
の
は
人
が
五
人
と
女
が
三
匹



〈
出
典
〉
ア
リ
ス
ト
パ
ネ
|
ス

『テ
ス
モ
ポ
リ
ア
祭
の
女
た
ち
』
六
八
二

「女

た
ち
と
人
々
」
へ
の
古
注
「
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
の

【本
断
片
】
ど
同
様
、
滑

稽
に
言
っ
た
も
の
。
だ
か
ら
こ
れ
は
喜
劇
ら
し
い
冗
談
と
し
て
い
わ
れ
た
も
の

で
あ
る
」
。

(一)

【注
】
出
典
写
本
中
「
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
」
は
「
ア
レ
ク
サ
ン
」
と
省
略
さ

れ
た
形
に
な
っ
て
お
り
、
必
ず
し
も
ア
レ
ク
サ
ン
ト
ロ
ス
と
断
定
は
で
き
な
い
。

断
片
が
か
な
り
残
っ
て
い
る
喜
劇
詩
人
ア
ナ
ク
サ
ン
ド
リ
デ

l
ス
の
省
略
形
に

誤
謬
が
重
な
っ
た
も
の
と
見
る
向
き
も
あ
る
。
韻
律
は
ト
ロ
カ
イ
オ
ス

・
テ
卜

ラ
メ
ト
ロ
ス
で
書
か
れ
て
い
る
が
、
行
末
の
短
長
の
韻
律
が
欠
如
し
て
い
る
。

「
あ
そ
こ
に
」
ど
い
う
副
詞
を
補
う
説
や
「
三
匹
」
を
「
四
匹
」
ど
し
て
行
末

の
韻
律
を
完
成
さ
せ
る
意
見
も
あ
る
。

ギリシア喜劇断片

-'-
/¥ 

《シ

ュ
ム
パ
ル

l
メ
ノ
ス

q
雲
、
Q
E
f向
E
q
「
協
賛
し
て
」
。

略
的
用
法
。
「
愛
に
よ
せ
て
」
と
い
う
語
句
が
必
要
だ
か
ら
。

レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
が
言
及
し
て
い
る
》
。

こ
の
僅
諺
も
省

こ
の
僅
言
に
ア

75 

〈出
典
〉
『
ボ
ド
レ
ア
ン
図
書
館
蔵
但
諺
集
写
本
』
八
五
六
。
ア
テ

l
ナ
イ
オ

ス
一
五
・
六
九
二

D
に
「
キ
ュ
テ

l
ラ
の
詩
人
〔
ピ
ロ
ク
セ
ノ
ス
。
前
五

1
四

世
紀
の
デ
ィ
テ
ュ
ラ
ム
ポ
ス
詩
人
〕
に
倣
っ
て
私
も
愛
に
よ
せ
る
歌
を
一
節
君

た
ち
に
協
賛
す
る
こ
と
に
し
よ
う
」
ど
あ
り
、
同
六
・
二
七
一

B
に
も
同
様
の

表
現
が
見
え
る
。
プ
ラ
ト
ー
ン

『饗
宴
』
一
八
五

C
に
は
「
以
上
が
私
の
:
・
:

エ
ロ
ス
神
に
関
す
る
協
賛
の
言
葉
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
動
詞
部
分

た
け
で
同
様
の
意
味
に
用
い
ら
れ
る
の
は
、
僅
諺
と
い
う
よ
り
は
決
ま
り
文
句

と
で
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
事
実
上
動
詞
部
分
だ
け
も
し
く
は
引
用
写

本
の
分
詞
形
で
使
用
さ
れ
て
い
る
例
は
他
の
文
献
に
は
見
当
た
ら
な
い
よ
う
で

あ
る
。
こ
れ
も
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
を
ア
ナ
ク
サ
ン
ド
リ
デ
|
ス
に
校
訂
す
る

見
解
が
あ
る
。

冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
本
ギ
リ
シ
ア
喜
劇
断
片
訳
ど
注
は
一
九
九
一
年
刊

克
)
円
叶
〉
開
門
O
冨
-
Q
の
河
〉
開
口
百
円
。
)
〈
o
一
口

(∞
均
一
吉
)
を
底
本
と
し
て
い
る
。

ギ
リ
シ
ア
喜
劇
断
片
集
成
と
し
て
は
こ
れ
ま
で
穴

onr
校
訂
の
、
の
(
)
冨
H
h
O
H
N
C
冨

〉、
H，d
n
O
H
N
C
豆
沼
山
〉
の
呂
田
L
、
吋
〉
(
の
〉
m
J
g
g
J
H
∞
∞
∞
)
が
集
大
成
と
し
て
評

価
さ
れ
て
き
た
が
、
一
九
八
三
年
以
来
、
現
在
ま
で
で
五
巻
発
行
さ
れ
て
い
る

句
の
の
が
、
新
発
見
の
成
果
を
も
取
り
入
れ
た
最
新
に
し
て
最
高
の
資
料
と
し
て
の

地
位
を
確
立
し
つ
つ
あ
る
。
第
一
巻
は
ま
だ
刊
行
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
第
二
巻
か

ら
手
を
付
け
る
こ
ど
に
な
っ
た
。
拙
稿
の
目
的
は
一
般
に
知
ら
れ
て
い
な
い
ギ
リ
シ

ア
喜
劇
断
片
を
紹
介
し
、
時
に
断
片
数
の
多
い
も
の
に
つ
い
て
は
作
品
と
し
て
の
復

元
を
試
み
る
こ
ど
に
あ
る
か
ら
、
多
種
多
様
な
資
料
を
す
べ
て
厳
密
な
形
で
掲
げ
る

こ
と
は
し
な
い
。
し
か
し
、

頻
出
す
る
著
作
で
今
回
分
に
現
れ
た
も
の
の
書
名
を
以

下
に
掲
げ
て
お
く
。

ア
テ
|
ナ
イ
オ
ス

『食
卓
の
賢
人
た
ち
』
〉
5
2白色

Z
E
Q白
号
同
巾
ロ
包
℃
ロ
O

印。匂
F
U
S
Eヨ
ロ
σユ
×
〈
目
(
引
用
で
は
書
名
を
省
略
)

ポ
|
テ
ィ
オ
ス

『辞
典
』

E
o
Z
E
E
R
n
F
2
広
三
円
。
コ
・
(
向
上
)

へ
|
シ
ュ
キ
オ
ス
『
辞
典
』
同町田可

n
y
-
-
E
2自
己
ユ
ロ
ニ

2
一円

o
p
(向
上
)

『
ス
|
ダ
辞
血
(
』
ω己
E
vm
一良一円。ロ
・

ポ
ル
ッ
ク
ス

『辞
典
』
司三

Zn-moロ
oヨ回目
z
g
p
(引
用
で
は
書
名
を
省
略
)

『反
ア
ッ
テ
ィ
カ
主
義
辞
典
』
〉
2
5
E
E
2
2・




